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第一章 目隠しプレイ








「──秘書が寝坊してどうする」

　低く甘く、全身をくすぐるような声を間近で聞いたわたし──風かぜ原はら詩し音おんはすぐに目が覚める。

　目の前には、微笑をたたえた幼なじみがいた。幼なじみはシーツの上に両手をついて、わたしの顔を覗き込んでいる。

　目覚めたばかりなので、まだ視界がぼんやりしている。それでも、彼の顔立ちが完璧なまでに整っているのはよくわかる。相変わらずだ。

　窓から吹き込む涼やかな風が、彼の黒髪をドラマティックに揺らしていた。幼なじみは髪の先にまで艶があってきれいだから、どんな状況でも絵になる。

　きりりとした眉と目、まっすぐに通った鼻筋。それに唇はつやつやで、いかにも触り心地がよさそう。

　……待って、見とれてる場合じゃないよ。

　わたしは目を見開いて叫ぶ。

「航こう哉やくん、いま何時!?」

「七時半を過ぎたところ」

「ひっ」

　ひどい朝寝坊だ。ふだんなら七時には家を出ている。

　わたしは泣きそうになりながら航哉くんの腕をかいくぐってベッドから抜けだし、ドレッサーの前へ急ぐ。

「うう、髪の毛ぼさぼさ」

　胸の下まであるキャラメルブラウンの髪をブラシで必死に梳いて、まっすぐにしていく。

「着替え、手伝ってやろうか」

「けっこうです」

　断りを入れつつ鏡越しに航哉くんを見る。彼はわたしの後ろに立ち、口元を押さえてにやにやしている。

　飾りのない真っ白なシャツに黒いチノパン姿の航哉くんだけれど、シンプルだからこそスタイルのよさが際立っている。

　あれっ、でも──おかしいな。

　一千人超の従業員を抱える熊野テクノロジー株式会社の社長である彼は、仕事のときはいつだってきっちりとスーツを着ている。

　そう、仕事のときは。

「航哉くん、どうしてスーツじゃないの？」

「どうしてだろうな？」

　航哉くんは整った顔で、おかしそうに笑っている。

　デジタル時計に目を凝らせば『ＳＵＮ』の文字が見えた。

「今日って──日曜日？」

　航哉くんは腕組みをして壁にもたれかかり、涼しげな笑顔のまま首を傾げる。

　どうしてこう、彼はなにをするにも様になるのだろう。

　ひとつひとつの動きが美しいものだからつい見とれてしまう。

　少しの間があって、航哉くんがますます口角を上げたことではっとする。

「だっ、騙された！」

「詩音が勝手に勘違いしたんだろ」

　いたずらが成功したというような笑みを浮かべて、航哉くんは長い足で悠々と歩いてくる。

　スツールに座って唇を尖らせるわたしの頬を、航哉くんは片手でむにゅっと押し挟んだ。

「詩音タコはかわいいなぁ」

「きゃ、きゃらきゃわないで」

　いつもこうだ。航哉くんにはからかわれてばかりいる。

　よく考えてみれば、もし平日ならこの時間に航哉くんがわたしの部屋にいるのだっておかしい。

　いくら寝起きでぼうっとしていたからといって、単純に騙されすぎだ。

　恥ずかしくなって頬を熱くすると、航哉くんは「ますますタコみたいになった」と笑った。

　彼──初はつ海うみ航哉くんとは家が隣同士の幼なじみで、もう十三年ほどの付き合いになる。

　わたしはいま二十五歳。航哉くんは三つ年上の二十八歳だ。

　初海家の皆とは家族ぐるみで仲がよい。わたしが十二歳のときから、互いの家を頻繁に行き来している。

　お互い大人になったいまも相変わらずで、気心の知れた仲だ。

　しばらくわたしの顔で遊んでいた航哉くんだけれど、しだいに真剣な顔つきになった。

「ところでおまえ、俺以外の男とこんなふうに──ふたりきりになるなよ」

「ならないと思うけど……どうして？」

　彼がなにを心配しているのかわからず、わたしは首を傾げる。

　わたしは女子校に女子大と進学し、学生時代は男性に縁がなかった。というのも、航哉くんから「合コンなんてろくでもないから行くな」と言われていたからだ。

　大学卒業後は航哉くんと同じ熊野テクノロジーに入社し、秘書課に配属された。秘書課は女性の比率が高い。

　航哉くんは当時、技術開発部に所属していたので直接の上司ではなかった。けれど事あるごとに「社会人たるものこうあるべき」という熱い指導をしてもらっていた。

　その延長で、会社勤めをするようになってからも合コンには行かずに、飲み会では夜十時までに家へ帰るという健全な社会人ライフを送っている。

　社会人になれば夜遅くまで飲み歩くものだと思っていたのだけれど、航哉くんからすれば「そうじゃない」らしい。

　わたしは、いたずら好きの幼なじみを見上げる。まだ頬を掴まれたままだ。

　半年前、航哉くんは熊野テクノロジーの社長に大抜擢された。

　そしてわたしは、彼に指名されるかたちで専属秘書となった。以来ますます航哉くんと過ごす時間が増え、他の男性と関わる機会はほとんどない。

　だから航哉くんが言うような──ほかの男性とふたりきりになるような──状況はありえない。

「すぐ騙されるからな、詩音は。純粋すぎるんだ」

「ご心配どうもありがとう。でもいつもわたしを騙してるのは航哉くんだよ」

「騙してない。遊んでるだけ」

「同じことでしょ？　……ていうか、航哉くんさっきわたしのこと『すぐ騙される』って言ってたし！」

　航哉くんは「ははっ」と軽快に笑って、今度は両手で頬を挟んでくる。頬をむにゅっと押しつぶされたわたしはなにも言えなくなった。

　……わたし、航哉くんには妹みたいに思われてるんだろうな。

　だから心配してくれるのだろう。

　わたしにとっても、航哉くんは兄のような存在だ。

　学生時代には彼に勉強を教えてもらい、熊野テクノロジーに入社してからは、なにかと相談に乗ってもらっていた。

　門限が十時になったのも、航哉くんの勧めだ。

　わたしだけが出席した飲み会のあとでも、航哉くんはわざわざタクシーで迎えにきてくれるのだ。そのたびにわたしは「ひとりでも帰れる」と訴えるのだけれど、航哉くんは譲らない。

　すごく頼りにはなるんだけど──ちょっと意地悪だし、過保護なところがあるんだよね。

「もう、これくらいにして」

　わたしは眉間に皺を寄せて、頬にあてがわれていた航哉くんの両手に自分の手を重ねたあと、ぐいっと押し返した。

「そろそろほんとに着替えるから、一階に行って？　きっとお母さんたちが話したがってるよ」

　わたしも航哉くんも、いまだに実家住まいだ。

　もっとも、航哉くんの両親は三年ほど前から海外出張中なので、彼は一人暮らしのようなものである。

　そのため航哉くんはよくわたしの家へ食事をしにくる。今日は日曜だから、わたしが食事を作る日だ。わたしの両親も現役で働いているため、家事は家族全員で分担している。

「俺も詩音のご両親に話があるんだった」

　航哉くんはどうしてか、わたしに挑むような笑みを向けてくる。

　風原家には娘だけだからか、両親は昔から航哉くんのことを息子のようにかわいがっている。

「話って、どんな？」

「秘密。……リビングにいるから。またあとで」

「うん」と答えれば、航哉くんはすぐに部屋を出ていった。

　着替えを済ませて一階に下りると、航哉くんと両親は皆でソファに座ってコーヒーを飲んでいた。

　両親はにやにやしながらこちらを見てくる。航哉くんはというと、両親と同じでなにか意味ありげな笑みを浮かべている。

　こういうときは、尋ねても教えてくれないと長年の経験でわかっているので、わたしは唇をへの字に曲げつつなにも訊かずに朝食の支度を始めた。

　料理を終えたわたしはダイニングテーブルにトーストと水菜のサラダ、チーズオムレツを並べた。

　航哉くんと両親がぞろぞろとダイニングチェアに座り、手を合わせて食事を始める。

　……航哉くん、相変わらず指が長いな。

　両の手のひらをぴたりと合わせる航哉くんを見るたび、指の長さに感心する。

　それに彼は食事の所作もきれいなのだ。映画やドラマにだって出演できるのではないかと思うほど、なにもかも整っている。

「ん、美味い」

　オムレツを口にするなり航哉くんが呟いた。

　そうでしょう、そうでしょう。チーズオムレツは航哉くんの好物だもん。

「これからもずっと詩音の手料理を食べたいです」

　にっこりした顔のまま航哉くんが言うと、両親もまたとびきりの笑顔で「うん、うん」と頷いていた。

　料理を褒めてもらえたのが嬉しくて、わたしは「いつでも作るよ」と言った。




　翌朝。わたしは実家からほど近いバス停にいた。

　吹く風もすっかり涼しくなって、秋らしさをひしひしと感じる。

　定刻どおりにやってきたバスに乗り、定位置に座って窓の外を眺める。

　……航哉くんも、そろそろ出発する時間だ。

　航哉くんはマイカー通勤だ。運転手はつけずに彼が自ら運転している。航哉くんの趣味はドライブなのである。

「どうせ同じ場所に行くんだから乗っていけばいいのに」と彼は言うけれど、社長が運転する車で出勤なんていう大それたことはできない。

　会社では、航哉くんと幼なじみだということは隠している。

　半年前、彼が社長に就任した際、わたしは専属秘書のひとりに抜擢された。

　女性の専属秘書はわたしひとりだから、それだけでも非難ごうごうだった。

　彼と幼なじみだということは隠しているほうが、がぜん秘書業務を遂行しやすい。

　航哉くんだって「幼なじみだから」という理由でわたしを専属秘書に指名したのではないはずだ。

　いや、もしそれだけの理由ならいますぐ彼の秘書を辞するべきだとも思う。

　皆に認められるまで、頼りにしてもらえるよう自分を磨かなければ。

　でもそれはどんな立場でも同じ。

　たとえ社長秘書でなくても、ずっと努力していきたい。

　秘書業務に興味を持ったのは高校生のときだ。

　航哉くんに勉強を教えてもらう代わりに、当時大学生だった彼のスケジュール管理をしたことがあった。

　管理といっても大したことはなく、大学の講義とアルバイトの日程、勉強を教えてもらう日を調節しただけ。それでも、航哉くんは「おかげで助かった」と言ってくれた。

　航哉くんにいつも助けられてばかりだったわたしには、その言葉が身にしみて、嬉しかった。

　もともと計画を立てるのは好きなんだよね。

　そして航哉くんに、もっと喜んでもらいたい。そんな気持ちもあり、わたしは秘書を目指すようになったのだった。

　大学を卒業後、秘書課に就職できたことに感謝しつつ、ここ三年というもの、業務に励んでいる。

　バスを降り、熊野テクノロジーのオフィスビルへ入る。

　社員証をかざしてゲートを通り、エレベーターに乗り、社長室と秘書課のある十階へ。

　十階の社長室では航哉くんだけでなく専属秘書たち皆が一堂に会して仕事をする。

　たいていはわたしがいちばんに社長室へ到着し、そのあとで他の専属秘書たちも続々と出社してくる。

　間もなくして航哉くんが顔を出す。

　秘書たちは皆がいっせいに「おはようございます」と、社長である航哉くんに挨拶をした。

「ああ、おはよう」

　航哉くんは緩くほほえみ、長い足で彼の席へ歩く。

　本日の航哉くんはチャコールグレーのスーツに青いワイシャツ、濃紺のネクタイを締めている。

　前髪は長めだけれど襟足は短い髪型だからか清潔感があり、いつもながら少しも隙がなく、いかにも『できる男』だ。

　うう──まぶしい。

　彼のスーツ姿は見慣れているはずなのに、いつだってまぶしくてたまらない。

　かっこよすぎて反則だと思うし、気を抜けばつい見とれてしまうので厄介だ。

　航哉くんの席はパーティションの向こうにある。部屋が分かれているわけではないので、業務内容を共有しやすい。

　それにパーティションのおかげで、麗しすぎる彼をずっと視界におさめずに済む。

　グッジョブ、パーティション。

　もっとも、航哉くんは常に社長室にいるのではなく、メールチェックをしたあとは社内の各部署を回っていることが多い。

　彼は書類や報告が上がってくるのを待つだけの社長ではない。

　じっとしているのは性に合わないらしい。

　航哉くんは各部署の部長から新人社員まで、まんべんなく言葉を交わしていく。

　気さくだから、皆が彼に相談を持ちかけやすい。そういう雰囲気を作ることで、プロジェクトに大きな綻びが出るのを防ぐという目的もあるのだと思う。

　そうして彼が社内をまわっているとき、わたしはその後ろについて歩いている。

　二十八歳という若さで航哉くんが社長に就任したのは異例だけれど、すべては彼の実力と人望ゆえだ。

　そして航哉くんは、社員に対して『褒めて伸ばす』がモットーである。

　航哉くんは社員の仕事ぶりを本当によく見ていて、的確に褒めてくれる。

　だから皆、彼に褒められると嬉しくなって、ますます仕事に励むのだと思う。航哉くんについてまわっていると、そのことをたびたび実感する。

　社の人員計画においても、航哉くんは部長たちからの報告だけでなく一度は現場へ赴いて人事異動を決定している。

　時にはそのまま現場でトラブルを解決することもあり、航哉くんは優秀なプログラマーでもある。「何事も実践」というのが航哉くんの口癖だ。

「──詩音、ちょっと」

　社長室に戻るなり航哉くんから手招きされた。わたしは「はい」と答えて彼の席へ向かう。

　ほかの専属秘書たちも、名字ではなく名前呼びなので、決してわたしが特別なわけではない。

　パーティションの奥で航哉くんと向かい合う。ところが彼はなにも話そうとしない。

「どうなさいました？」

　すると航哉くんは大きく息をつき、身を屈めてわたしの耳に唇を近づけた。

「ほんとおまえ……職こ場こだと別人みたいにそっけないな」

「……っ！」

　無駄に色っぽい声で囁かないでほしい。

　耳元でそんなふうに低い声を出されたら、否が応にもぞくぞくしてしまう。

　わたしはこっそり深呼吸をした。

「いまは仕事中ですから」

　業務に必要な範囲を超えて彼と親しくしようものなら、全女性社員から袋だたきにあうのはわかっている。

　そうなればきっと業務に支障をきたす。同僚たちの協力なしに仕事は回らない。

　社長である航哉くんが円滑に業務を進められるよう、まずはわたしが周囲と友好な関係を築くことが肝要になってくる。

　ゆえに、秘書として社長との距離感を間違えてはいけないのだと、わたしは常々考えていた。

「俺としては、仕事中であってもおまえと仲がいいことを大いにアピールしたいんだが」

　笑いながらそう言う航哉くんの言葉を、わたしは「ゴホンッ」という咳払いでうやむやにする。

「からかわないでください。それより、来週予定している熊野ナチュラルとの会食の件ですが──」

　先方の社長が、趣味で所属している将棋サークルの大会で優勝したことを話す。

「大げさすぎない、ちょっとしたお祝いの品をお贈りするのはいかがでしょうか」

　ご機嫌取りというわけではないけれど、信頼を深めるために必要なことだ。

「わかった。先方の社長が好みそうな物を準備しておいてくれ」

　航哉くんは片腕を組んで顎に手を当て、笑みを浮かべたまま首を傾げる。

「それにしても詩音はよく気がつくな。おまえがそばにいてくれて本当によかった」

　最高の褒め言葉だ。秘書冥利に尽きる。

　そして、もっと頑張ろうという気持ちになる。

　『褒めて伸ばす』がモットーの航哉くんだから、だれにでも分け隔てなく嬉しい言葉をくれる。

　ただ──ほっぺをむにっと指で押すのはやめてほしい。

　いくらパーティションがあって同僚からは見えないからといって、一社員の頬を指で突くのは非常識だ。

「かしこまりました。失礼いたします」

　わたしはすすっと後ずさって距離を取り、会釈してから自分の席へ戻った。




　土曜日。お姉ちゃん──琴こと葉はが、甥と一緒に実家を訪ねてきた。

　お姉ちゃんの夫が出張で不在のときはたいてい、こうして泊まりがけでやってくる。

「詩音！　元気そうでよかったわ」

「えっ──」

　いつもなら「彼氏できた？」とすぐ訊かれるのに、いったいどうしたのだろう。

　お姉ちゃんはわたしがいまだに処女なのを心配しているらしく、顔を合わせれば「だれかいい人は？」、「いい人を紹介してあげよっか」と声をかけてくるのだ。

　……なのに、なんで？

　訝しんでいると、お姉ちゃんは上機嫌で紙袋を取りだした。

「はいこれ、あげる。あんたは人当たりがよくて男女ともに友達が多いけど、そういう方面は全然だめでしょ。よ～く読んで勉強しなさい」

「そういう方面？　勉強って、なんの？」

　紙袋を開こうとしていると、お姉ちゃんに待ったをかけられる。

「だめよ、自分の部屋で開けなさい」

「ええ～？」

「なにを勉強する必要があるのか、気になるでしょ？　ほら、早く自分の部屋に行きなさい」

　にこにこしながら、まるでわたしを追い払うようにお姉ちゃんは右手を振った。

「もう、わかったよ」

　わたしは首を捻りながらもリビングを出て階段を上り、私室に入った。

　お姉ちゃんとは十一も歳が離れているせいか、いつも頭が上がらない。

　……お姉ちゃんはわたしになんの勉強をさせたいんだろ。

　高校生のころからずっと愛用している学習机に紙袋を置き、イスに腰かける。

　紙袋の中に収められていたのは雑誌だった。タイトルは『気持ちのよいセックス特集』。

　表紙に載っているモデルさんの写真にいやらしさはない。けれど大きな文字でバーンと「ソフトＳＭに初挑戦しちゃおう」と書かれている。

　これはたしかに、家族がいるところじゃ開けない！

　なんてものを渡してくるのだと思いながらも、そういったことにまったく興味がないわけでは──ない。

　わたしはドキドキしながら雑誌のページを捲る。

　のっけから男女が深く絡み合う写真が掲載されていたので、ドキッとしてしまった。

　雑誌にはセックスの体位だけでなくシチュエーションや雰囲気など、事細かに書かれている。

「──しおんちゃ～ん、あそぼうよ～！」

「うぁっ!?」

　突然、扉の向こうから響いてきた声──甥のたっくん──に驚いて奇声を上げつつ、わたしは雑誌と扉を交互に見やった。

　ちょうどソフトＳＭについて書かれたページを読みはじめたところだった。

　裸で目隠しをされた女性のイラストがバァンと掲載されている。こんなページを、五歳のたっくんに見られるわけにはいかない。

「いっ、いま行く！」

　わたしはとっさにページの端を折って雑誌を閉じる。

　私室の扉を開けると、たっくんはふたたび「あそぼう！」と言って目を輝かせていた。

「ごめ～ん。詩音はいまお勉強中だって言ったのだけど」

　階段の下からお姉ちゃんの声が聞こえた。

　わたしはたっくんと一緒に階段を下り、お姉ちゃんに言葉を返す。

「う、ううん──いいよ。また夜に読むから」

「……そうね、夜のほうがいいわよね！」

　にやにやしているお姉ちゃんを軽く睨んでみるものの、なにか口答えしたところで姉には敵わないから、その後はたっくんと戦隊ごっこをして遊んだ。

　夜になり、私室に戻ったわたしはドッグイヤーをつけていたソフトＳＭのページを開いて「ふむふむ」と精読した。

　刺激的なコスチュームを着た女性のイラストを見ていると、それだけでなにやら体が熱くなる。

　わたしはそのページを隅々まで、繰り返し読んだ。

　そうして気がつけば、日付が変わりそうな時間になっていた。軽い眠気に襲われる。

　残りのページは明日、早く起きて読もう。

　雑誌のページにまた折り目をつけて閉じ、机の隅に置く。

　明日またすぐに読むから──と、引き出しにはしまわなかった。




　翌朝は例のごとく朝寝坊をしてしまう。

　んん──？　いま、航哉くんに呼ばれたような……。

　目を開けてあたりを見まわすものの、航哉くんの姿はなかった。夢でも見ていたのだろう。わたしはむくりと起き上がる。

　ところが一階に下りると、リビングに航哉くんがいた。お姉ちゃんとたっくんはまだ寝ているらしい。

　航哉くんは両親と一緒にコーヒーを飲んでいる。本日の彼も、真っ白なＴシャツがよく似合っている。

「おはよう。……航哉くん、わたしの部屋にきた？」

「ああ。あんまりよく眠ってたから、今日は起こさなかった」

「そ、そう──」

　では彼に呼ばれたのは、夢ではなかったのかもしれない。

　航哉くんがわたしの部屋にきた……ってことは。

　あの雑誌を、見られただろうか。瞬時にひやりとする。

　……ううん、机の上なんて、わざわざ見ないでしょ！

　なかば自分に言い聞かせるようにして、わたしは朝食の準備を始める。

　しばらくすると、お姉ちゃんとたっくんがリビングに入ってきた。

　たっくんは航哉くんにもよくなついていて、さっそく「せんたいごっこしよう！」と持ちかけている。

「俺は強いぞ～」と言いながら快くたっくんの相手をする航哉くんを、わたしはほほえましく眺めた。

　朝食を終え、台所で皿洗いをしていると航哉くんが手伝いにきてくれた。

　すべての皿を洗い終えるころになると、航哉くんが耳打ちしてくる。

「聞きたいことがあるから、俺の部屋にきてほしい」

「えっ？　なにそれ。ここじゃだめなの？」

　航哉くんは意味ありげに、切れ長の目を細くする。

「──詩音がいいなら、ここでも」

　唇に緩く弧を描いたままそんなふうに言われると、なんだかいけない話題のような気がしてくる。

「だ、だめ」

「じゃあ、こっち」

　航哉くんはわたしの手を取ると、両親と姉に「俺の家に行きます」と言った。

「はいはい、行ってらっしゃい。ごゆっくりぃ～」

　お姉ちゃんはどうしてか満面の笑みだ。

　姉の考えていることはどうもよくわからないと思いながら、航哉くんの家へ行く。

「航哉くんの部屋にくるの、久しぶり」

「……ああ」

　雑多なものがなく、きちんと整頓された部屋だ。机やイスといった家具はすべてが黒か白で統一されている。

　真っ白なシーツが敷かれたベッドの端に腰かけて、航哉くんはその隣をポン、ポンと叩いた。

「ここ、座って」

　言われるまま彼の隣に座ると、航哉くんはベッドに手をついて顔を覗き込んできた。

「見るつもりはなかったんだが……詩音の部屋にあった、あの雑誌」

　ドクンッと胸が跳ね上がったのは、彼に顔を近づけられたからか、あるいは雑誌のことを話題にされたからか。きっと両方だ。

「ああいうのに、興味あるのか」

　わたしはぱくぱくと口を動かす。

　……やっぱり、航哉くんの家にきてよかった。

　家族がいる自宅の台所では、話せる内容ではない。いや、航哉くんにだって話すのはためらわれる。

　わたしがそんなことを考えているあいだも航哉くんは真剣な顔つきで詰め寄ってくる。

「どうなんだ」

「えっ!?　あっ、あれは、そのっ……」

「詩音の私物を勝手に見たのは悪いと思ってる、ごめん」

「私物!?　ちっ、違う、あれはお姉ちゃんがくれたもので──」

「でも、じっくり読んでたんだろ」

　……どうしてわかるの？

　もとより嘘がつけない性分のわたしだから、いよいよなにも言えなくなる。

「……俺と、してみる？」

　航哉くんが、なにを「してみる」と言っているのか、すぐにわかる。

　とたんに頬が熱くなった。きっと真っ赤になっている。顔を隠すために思いきり下を向く。

「また、からかって……」

「からかってない。真面目に言ってる」

　その声音はたしかに、真剣そのものだった。

「詩音」

　いつになく低く、少し掠れた声で呼びかけられた。わたしはためらいながらも顔を上げる。

　まっすぐに見つめられれば、ドキドキと高鳴っていた心臓がよけいに強く鼓動する。

　いままでにない雰囲気が漂っている気がして、いたたまれなくなる。

「興味、あるんだろ。ソフトＳＭのページに折り目がついてた」

「うっ──」

　詳しく読んでたの、バレバレだ。

「あるかないかの二択ならどっちだ。三秒以内に、正直に答えること」

　彼が短く息を吸う。

「三、二、一──」

「あ、ある……っ、う！」

　わたしは両手で自分の口を塞ぐ。

　しかしいまさら口を押さえたところで、正直に答えてしまったあとでは遅い。

「詩音は嘘がつけないな」

　勝ち誇ったような顔をして、航哉くんはわたしの左手を掴む。

　手を引かれてこの部屋にきたのはついさっきのことだ。これまでだって、手を繋ぐことはあった。

　それなのにいま、どうしてこんなにも彼の手の大きさを意識してしまうのだろう。

　左手に指を絡められ、軽く引っ張られたり押されたりする。

　なにか、たとえようのない焦燥感が湧いてきた。

「ほ、ほんとに……するの？」

「何事も実践、だ」

　彼の口癖は聞き慣れていると思っていたけれど、違った。

　まるで初めて聞く言葉のようだった。

　航哉くんは、わたしの左手に指を絡ませたままぎゅっと引き寄せる。

「優しく、意地悪するから」

「それって……どういうこと？」

『優しい』と『意地悪』って、真逆の言葉だよね？

　わたしが大真面目に尋ね返したからか、航哉くんはおかしそうに笑った。

　額と額がこつんとぶつかる。一瞬、キスされるのかと思ってしまった。

「大丈夫──怖くない。ただ、詩音を気持ちよくしたいだけ」

　彼の左手が、ブラウスの脇を撫で上げていく。

　大きな手のひらが胸を掴む前に、わたしはさっと身を引いた。

「待って……！　わたし、その……は、恥ずかしい」

「そうだな……恥ずかしい」

　航哉くんはどこか恍惚とした表情でわたしの言葉を繰り返し、手を掴むのをやめた。代わりにわたしの腰を抱く。

　それほど強い力で腰を掴まれたわけではないのに、彼が真剣な顔つきをしているからか、逃げられない。

　いつもより彼との距離が近いせいか、やけにドキドキしてしまう。

「もっと恥ずかしがってくれてかまわない」

　乞うような口ぶりだった。わたしはとっさに、ぶんぶんと首を振る。

「……そうか。じゃあ目隠しするか」

「なんでそうなるの!?」

「視界を塞いでしまうほうが、恥ずかしくない」

　自信たっぷりに彼が言うものだから、妙に説得力がある。

「それにソフトＳＭといえば、まず目隠しだろ。さあ、実践」

　航哉くんがにこっと笑う。完璧な笑顔に気圧されて、つい頷いてしまった。

　とたんに笑みを深め、航哉くんはベッドから立ちクローゼットへ行く。それから薄手のハンカチを持って戻ってきた。

　彼は手早くハンカチを広げ、目を覆える程度の幅に畳みなおしてわたしの目元に巻きつけていく。

「痛くない？」

「う、うん……」

　視界を奪われるとそれだけで感覚が一変する。

　ベッドに腰かけているはずなのに、ふわふわと浮いている気がしてくる。

　航哉くんはわたしの頬を両手で挟み、むにむにと揺さぶる。

　いつもされていることだ。ほっとしてしまうのはなぜだろう。

「詩音……」

　思いのほかすぐそばで彼の声が響いた。

　落ち着いていた心臓はすぐにまたドクンッと跳ね上がり、そのまま高鳴る。

　あれほどじっくり雑誌を読んだのに、具体的にどんなことをするものなのか──困ったことに、まったく思いだせない。

「航哉くんっ……あの、なにを……するの？」

「……なに、しようか」

　どこか苦しげな──なにかを必死に抑え込んでいるような──くぐもった声だった。

「なにか……我慢、してる？」

　尋ねれば、航哉くんは「そうだな」と相槌を打った。

「してるよ。いますぐ全部見たいのを、我慢してる」

　航哉くんは白いブラウスのボタンをひとつひとつ丁寧に外していく。

「全部、って」

「詩音の、全部」

　その言葉と同時に胸元が心許なくなった。ブラウスの前を左右に開かれたらしかった。

　わたし、どんな下着だったっけ!?

　たしか今日は、白いブラジャーとショーツだった。飾り気のないシンプルなものだ。

「下着……っ、見ないで」

「なんで？」

「だって、その……かわいく、ない……から」

「詩音が身につけてるものは全部かわいいから大丈夫」

「そっ──う、うぅ……」

　航哉くんは、いまどこを見ているのだろう。

　顔なのか、あるいは下着なのか。目隠しのせいでわからないから、そわそわする。

「というか──かわいいって、思われたいんだ？」

　航哉くんがくすっと笑うのがわかった。

「それは……その……本能的に？」

　自分でもよくわからなかったのでそう言うと、よしよしと頭を撫でられた。

　ブラウスの内側に手を入れられる。ブラジャーのホックが外されるまでは一瞬だった。

「あっ」

「ん？　詩音的にはこの下着は『かわいくない』んだろ。だったらすぐ脱げばいい」

「それは……あの、でも」

　……わたし、さっきから言いわけばっかりだ。

　それもこれも、急にこんなことになって混乱しているせい。

　戸惑ってはいるものの、嫌だとか逃げだしたいだとかいう感情は湧いてこない。

　それどころか、期待してしまっている。航哉くんに触れられたら気持ちがよいのではないか、と。

　けど、やっぱり恥ずかしいよ……！

　下着を見られるのも、素肌を晒すのだって、どうしても恥ずかしい。そのせいなのか体が熱くなってきた。

　ホックが外れて緩んでいるであろうブラジャーの端を、ぐいっと捲り上げられる。

「ひゃ、うっ」

　窓からは朝陽が射していて、室内は明るかったはずだ。

　それなのに、わたし──胸を、曝けだしてる。

　航哉くんの視線がどこに向いているのか、わからない。だからこそなのか、凄まじいまでの羞恥心が襲ってくる。

「……きれいなピンク」

　その呟き声で、彼がどこを見ているのか思い知る。唇のことを言われているのではない。

　乳首を、見られてる──。

　足の付け根がおかしな反応をした。その部分がヒクヒクと震えだす。

「や、やぁっ……」

　胸を隠そうとしたものの、両手を掴まれ、ベッドに押し倒された。

　視界を塞がれ、胸を晒したまま、ばんざいをするように両手は頭の上だ。

　だめ、これ──すごく恥ずかしい！

　わたしは羞恥心をやり過ごそうと肩を揺らす。乳房が揺れるのがわかったけれど、じっとなんてしていられない。

　航哉くんはなにも喋らない。

　彼がいまなにを見て、考えて、どうするつもりなのか──さっぱりわからない。

「航哉くん……？」

　呼びかけると、胸元に柔らかなものが当たった。

　彼の髪の毛だと気がついた次の瞬間には、乳首の際を指で擦り立てられて身悶えする。

「あっ、ぁ……！」

「詩音はここもかわいかったのか。知らなかった」

　航哉くんの指はぐるぐると、乳輪を模るように周回する。

　そうして薄桃色の部分を擦られると、足の付け根がどんどん熱を持っていく。

　ひとりでに腰が揺れて、ますますじっとはしていられなくなる。

「んん、ぅ……っ」

　彼の指はうまく頂を避けて、恐ろしく的確に乳輪だけを擦っている。

　呼吸が荒くなってきて、足の付け根だけでなく手足の先も熱くなってきた。

　たまらなくなり、大きく息を吸う。そして吐きだすのと同時に、胸の尖りを押された。

「ひあぁっ！」

　航哉くんの指先が乳首をぎゅっ、ぎゅっとリズミカルに押し込めてくる。

「ふっ、ぁ……あ、ぁっ」

「……気持ちいい？」

「ん、う……んんっ……！」

　わたしが頷けば、航哉くんは指の数を増やして胸の尖りをつまみ上げた。

　乳首の根元を左右に揺さぶられると、羞恥と快感が激しく膨れ上がる。

「触ってないほうも、膨らんで……張りつめてる」

　もう片方の尖りも指でつままれ、丹念に捏ねまわされる。

　航哉くんにつままれているふたつの乳首がどうなっているのか、彼の言葉でもってたやすく想像できてしまう。

「やぁっ、そんな──言わない、で」

「けど、詩音は目隠しされててなにも見えないから、状況を伝えるには俺が口に出すしかない」

「つ、伝えなくても……なんにも喋らなくても、いいから」

「いいのか。じゃあ口は閉じておく」

　身につけていた七分丈のボトムスを突然、引き下げられた。

「あっ……！」

　ボトムスが足先から完全に抜けてしまうのを防ぐべく膝を曲げる。

　いや、無駄な抵抗だ。ブラジャーと揃いのシンプルなショーツは、もう彼に見られてしまっている。

　それでもわたしはじたばたと足掻いていた。

　航哉くんはかまわず恥丘を撫でさすってくる。薄いショーツを、すりすりと摩られる。

「んぅ、うっ……」

　彼は沈黙を貫いている。

　喋らなくていい、って……言っちゃったけど。

　航哉くんの表情や考えがわからないことが、これほど辛いのだとは思ってみなかった。どうにもいたたまれない。

「……っ、ごめんなさい。航哉くんが無言なの……やっぱり、だめ。お願い、だから……なにか、言って？」

　ハンカチ越しに、瞼になにかを押しつけられた。

　目に、キス──された？

　慈しまれている気がして、胸を締めつけられる。この感情は、なんだろう。

「あー、ほんと……なんなんだ、このかわいい生き物は」

　彼が大きく息をつくのがわかった。首のあたりに吐息がかかる。

「全部、弄りまわしたくなる」

　首筋を吸われた。水っぽい音が響く。

「んっ……！　くすぐったい……航哉くん」

「……うん」

　それでも航哉くんはわたしの肌から唇を退けずにちゅうちゅうと吸い立てる。

　わたし──変。

　彼の唇が触れている箇所が、とてつもなく熱い。

　人の唇というのは、こんなに熱を持つはずがない。

　それなのに、肌が溶けてしまうのではないかと思うほどの灼熱を感じる。

　首筋を吸われ、胸の尖りを指で押し嬲られる。じりじりとした熱がわたしを苛む。

　航哉くんはわたしの両手を押さえるのをやめて、乳首を弄りまわしはじめた。

「はぁ、あっ……んん……っ」

　胸の頂をふたつとも熱心に弄られて息を弾ませていると、足の付け根をやんわりと押された。

「ひ、ぁっ!?」

　彼の両手は乳首にあてがわれているから、下半身を押してきたのは航哉くんの膝だ。

　膝でぐりぐりと押された箇所を、強烈に意識させられる。

　びくんっと両脚が跳ねる。お腹のあたりを手で撫でたどられた。大きな手のひらが、足の付け根へ近づいていく。

「ここ──触られるのは、平気？」

「ふっ……！」

　ショーツのクロッチをすりすりと探られた。

「直接、だと……怖い、かも……」

「わかった。じゃあ今日は触らない。……直じかには」

　語尾を強調して、航哉くんはなおもショーツのクロッチを撫でさする。

　薄いショーツ越しにでも、そうして擦り立てられると気持ちがよい。

　いつのまにか羞恥心が消え失せていた。

　快楽のほうが何倍も大きくなっている。

「う、ぅ……」

　このままではみっともない大声を出してしまいそうなので、必死に我慢する。

「……湿って、透けてきた」

「え──……」

　自分では目にすることのできない、秘めやかな箇所の状況を伝えられて、消えたはずの羞恥心が戻ってくる。

「濡れてるな？」

　どこか嬉しそうな呟き声に、全身をくすぐられる。ぞくぞくとした戦慄きが体じゅうを駆け巡る。

「や、あぅ……っ、ふっ……ぅ」

　気持ちがよくてたまらない。

　自分でも信じられないほど単純に、めくるめく快楽を受け入れている。

　航哉くんはいまどんな顔してるの？

　急に気になった。目隠しのハンカチを取ってしまいたくなる。

　目元のハンカチに手をかけると、その甲に生温かななにかが当たった。

　手の甲を、生温かなそれでツツツ──と、なぞられる。

「あ、ぁっ……？　航哉くん、わたしの手……舐めて、る？」

　わたしの問いに、航哉くんは答えてくれない。

「勝手にハンカチを取ろうとしただろ。だーめ。目隠しはしたまま、だ」

　お仕置きのつもりなのか、ショーツのクロッチを擦る指の速度が上がる。

　乳首をぎゅっと捻りまわされ、下半身の小さな粒を指先で激しく擽られる。

　目隠しを取ってはいけないと言われて不満があるはずなのに、彼を責める気にはならなかった。

　それどころか、それまでよりももっと快感に拍車がかかる。

　だめだと言われて、悦んでいる。腰が揺れてしまい、止まっていることができない。

「あ、あぁっ……んっ、うぅう……！」

　高く大きな声を上げて、わたしは顎を反らせた。そうしていなければ、膨れ上がった快感に耐えられなかった。

　一瞬、息が止まる。

　頬も、吐きだす息も、すべてが熱い。

「ふ、あぁ……う」

「そんなふうになってる詩音も、かわいいな」

　ぽつりとした呟き声を耳にしたものの、頭の中まで熱に浮かされているのか、なにも考えられない。

　はっきりしているのは快楽だけだ。

　わたし──イッちゃったんだ。

　絶頂に達してもなお快楽は尾を引いて、わたしの心と体を甘く痺れさせる。

　はあはあと、呼吸はいっこうに整わない。

　すぐそばに吐息を感じた。

「……キスしていい？」

「な……なん、で？」

「好きだから」

　キスをするのが『好き』なのか、それともわたしのことが『好き』なのか。

「詩音」

　ハンカチを外され、やっと前が見えるようになったと思ったのに、また視界が真っ暗になる。航哉くんの顔が目の前にあるせいだ。

「ん……っ！」

　航哉くんの唇──柔らかい。

　唇が、しっとりと吸いついてくる。ごく自然にぴたりと重なって、少しもずれない。

　その心地よさに溺れてしまい、わたしは目を開けることができなかった。







第二章 コスチュームプレイ








　航哉くんと初めて出会った日のことはいまでもよく覚えている。

　街へのアクセスがよいベッドタウンとして一帯の土地が一斉に売りだされたことから、風原家と初海家は同時期に建てられた。

　新居に引っ越したわたしはすぐ隣の初海家へ家族で挨拶に行った際、当時十五歳だった航哉くんを見て卒倒しそうになった。

　次元が違うかっこよさだって、思ったっけ。

　端正な顔立ち、長身で隙のない振る舞い。なにかにつけて意地悪だということ以外、航哉くんは完璧だった。

　そういう意味では、航哉くんはいまもまったく変わっていない。

　彼はずっと隣の家に住んでいて、食事をしにきてくれるものだと思っていた。

「え──引っ越し？」

　土曜日の朝、食事を終えたわたしは航哉くんとふたりで私室にいた。

　先週、航哉くんの部屋でえっちなことをしたわけだけれど、わたしたちの関係は相変わらずだ。あれから航哉くんは、いつもとなにも変わらない。

　意識してるのって、わたしだけ？

　今日だって「ふたりきりで話したい」って言われたから、なんかドキッとしちゃったけど……。

　まさか航哉くんが実家を出るという話だとは、思いもしなかった。

　航哉くんは扉を背にして腕を組み、わたしを見つめてくる。

「それは、えっと……遠くに引っ越すの？」

「ああ」

「じゃあ、わたしの家にご飯を食べにくるのは……」

「難しいだろうな」

　あまりにもきっぱりと彼が言うものだから、とたんに打ちひしがれる。

　わたしの手料理をずっと食べたいって、言ってたのに。

「……嘘つき」

　わたしが唇を尖らせれば、航哉くんはどういうわけか笑みを深めた。

「寂しい？」

「それは、まあ……」

「よし、じゃあ一緒にこい」

「──えっ？」

　何度も瞬きをして、航哉くんを見つめる。

　またいつもの冗談？

　戸惑いながらもわたしは「同居するっていう意味？」と尋ねる。

「そうだ」

　どうやら冗談ではないらしい。航哉くんは少しも視線を外さずに、答えを待つようにひたすら見つめてくる。

「や、それはさすがに……恋人でもないのに、できないよ」

　そう言ってしまったあとで、先週の出来事が脳裏をよぎる。

　航哉くんの部屋で、恋人同士がするようなことを──してしまった。

　頬が熱くなり、彼の顔を見ていられなくなる。

　わたしは下を向いてその場に座り込み、膝を抱えた。

　すると航哉くんはわたしに寄り添うように膝を折った。片膝をつき、右手でわたしの唇をつっついてくる。

「恋人になればいいだろ。いますぐに」

　顎を掴まれ、くいっと上を向かされる。

　いつもの航哉くんとは、雰囲気が違う。

　先週、彼の家へ行ったときと同じ、どこか淫靡で甘い空気が漂っている。

　航哉くんの麗しすぎる顔が間近に迫る。

　もしかしてキス!?

　わたしは自分の口に手の甲を当てて隠した。

「この一週間、ずっと気になってたんだけど……！」

　航哉くんとのキスが嫌なわけではないけれど、これ以上うやむやにしておくのはよくない。

　わたしは意を決し、大きく息を吸い込む。

「航哉くんって、わたしのこと……好きなの？」

「大好きだ」

　真顔で即答されると、かえって現実味がない。

　嬉しい気持ちよりも信じられない気持ちのほうが大きい。

　戸惑っているせいか唇が震える。

「う……っ、嘘！」

「なんで嘘だと思うんだ。というかさっきも、俺を嘘つき呼ばわりしてたな」

「だって航哉くんは、わたしのことすぐからかうし──」

「いまは、少しもからかってない」

　彼の片手が背を撫で上げる。小さな子どもをあやすようにも、官能を煽っているようにも思えてくる。

「キス……嫌だった？」

　真剣な眼差しを向けられる。急に甘い声を出さないでほしい。

　……嫌じゃ、なかった。

　ただ、その気持ちを声には出せない。恥ずかしさが前面に立って、言葉にならない。

　なにも言えずに俯いて、小さく首を振る。

　わたしって、妹みたいに思われてるわけじゃ──なかったんだ。

　ぶわわわわ……と、正体不明の感情が込み上げてくる。

　それは喜びなのか戸惑いなのか、自分でもわからなかった。

「一緒に住もう、詩音」

　吐息混じりの声で、優しく囁かれた。

　心臓が苦しいくらいにドキンッと高鳴った。そのせいか、くらくらしてくる。

　破壊力ありすぎ！

　この十三年で彼の顔には耐性がついたものと思っていたけれど、そんなことはなかった。

　いつもよりもっと輝いて見える。

　航哉くんなら、男女問わずだれもかれも虜にできそうだ。

「だめ……っ、そんな顔で迫ってこないで」

　艶っぽく、切なげに目を伏せている航哉くんには大人の色気が漂っている。

「そんな顔？」

　航哉くんは、わたしが言っていることがさっぱりわからないのか訝しげな顔になった。自分の頬に手を当てて首を傾げている。そんな仕草も様になる。

「いっ、一緒に住むなんて──」

　全女性社員から呪われちゃう。まともに仕事ができなくなる！

　最後まで言わず彼に背を向ける。

　家が隣の幼なじみというだけで、会社ではふだんからやきもきしている。周囲に知られないようにと、気を遣っている。

　なのに同居なんて……考えられない。

　航哉くんと一緒に住んだら楽しいだろうな──という気持ちには蓋をする。

　これ以上、女性社員への隠し事が増えるのはごめんだ。

　わたしは業務を円滑に遂行することを第一に考えてきた。

　社長室に女性はわたしひとりだけれど、経理部や総務部といった他部署は違う。社長室とは別の秘書課にしても、女性がたくさん在籍している。

　社長である航哉くんとプライベートでも懇意にしていると知られれば、どんな嫌がらせを受けるかわからない。

　実際、わたしが専属秘書となったときも少なからずそういった──業務が滞る──ことがあった。魅力的な航哉くんだから、やっぱりどうしても、女性で唯一そばにいるわたしが妬み嫉みの対象になる。

　いずれも航哉くんに報告するほどではない軽微なものだったけれど、社長室に配属されてからしばらくはそれが続いた。

　そういう嫌がらせは、わたしが周囲から信頼されることで減らせる。

　けれどその信頼も完全なものにするのは難しい。

「秘書が社長と同居するなんて、よくないと思う」

　わたしはできるだけ毅然として、きっぱりと言った。

　これまで、業務を全うすることに尽力してきた。これからも努力は怠らないつもりでいるけれど、そのためにはまずよけいな障害をなくしておいたほうがいい。

　わたしと航哉くんが付き合って、一緒に住む──だなんて。きっと浮かれてしまう。

　いろんな意味で、業務に支障をきたす想像しかできない。

「はあ」と、航哉くんは大げさにため息をついた。そのあとで「やっぱりそうくるか」とぼやく。

「詩音は本当に仕事人間だな」

　不意に後ろから抱きしめられ、またもや心臓が飛び跳ねる。

「航哉くん……放して」

　小さな声で言っても、航哉くんは腕を退けない。それどころかますます強く抱きしめられた。

　まるで「絶対に放さない」と言わんばかりに、胸の下あたりを締めつけられる。

「まあ、あれだ。結論を急がず──物件を見てから決めればいい」

「物件？」

「そうと決まればドライブだ」

　意気揚々とそう言うなり、航哉くんはわたしを横向きに抱え上げた。

「ちょっ……航哉くん!?　決まってないよ、なんにも！」

「ドライブに行くのは、決まりでいいだろ」

　航哉くんはほほえんだまま、わたしを抱えたまま部屋を出ていこうとする。

「待って待って！　わかった……っ、ドライブにぜひお供させていただきます。だから、おろして」

　こんなところを家族に見られるのは恥ずかしい。

　必死に訴えると、航哉くんは渋々といったようすでわたしを床におろした。




　左ハンドルの車で住宅街を抜け、海沿いの道路にさしかかる。

　航哉くんが運転する車、久しぶりに乗ったけど……。

　彼も車も、相も変わらず壮絶にかっこいい。

　運転しているときの航哉くんは生き生きしているから、十割増しで爽やかだ。

　しだいに高層マンション群が見えてきた。

「もしかして航哉くんの言う『物件』って、このあたり？」

「ああ。もれなくオーシャンビューだ」

「わぁ……高そう……」

　わたしの呟きに気づいているのかそうでないのか、航哉くんはなにも言わずに車をパーキングエリアに停めた。

　見たところ、デザイナーズマンションの専用駐車場だ。

　建物は真新しいけれど分譲中という雰囲気ではなく、すでに居住者がいるようだった。パーキングエリアにはほかにも高級そうな車が何台も停まっている。

「勝手に駐車しちゃって大丈夫なの？」

「問題ない」

　白と茶色が格子状に組み合わされた外壁を横目に、斜め前を歩く航哉くんについていく。

　航哉くんはマンションの風除室に入ると、慣れた手つきで玄関扉のオートロックを解除した。

「え、なんでオートロック──」

「もう買ってるから」

「ええっ!?」

『物件』を見にいくと彼が言ったものだから、候補だけは決めていて購入はまだなのかと思っていた。

　広くてぴかぴかのエントランスを通り、エレベーターに乗る。航哉くんは迷わず最上階のボタンを押した。

「悪いな、おまえに相談もなしに」

「ううん、そんな。わたしに相談なんて要らないけど……いつのまに？」

「けっこう前」

「そっか──」

　……って、寂しくなっちゃうなんてお門違いだ。

　引っ越しをするのもマンションを購入するのも、航哉くんの自由だ。口出しできることではない。

　けれど航哉くんが涼しい顔をしているからよけいに、寂しい気持ちが膨らむ。

　エレベーターを降りたあとは風通しのよい外廊下を奥のほうまで歩く。

　航哉くんは角部屋の鍵を開け、わたしを中へ招き入れた。

「お邪魔します」

　わたしが言うと、航哉くんはなぜか小さく眉根を寄せた。なにか彼の気分を害するようなことを言っただろうか。考えても思い当たらない。

「わあ……」

　広いリビングの大きな窓からは海を望むことができた。

　わたしは窓辺に立って海を眺めたあと、室内に目を向ける。リビングにはソファやテレビなど家具家電がすでに揃っていた。

「いつでも住みはじめられそうなお部屋だね」

「ああ。住みたくなっただろう」

　顔を覗き込まれ、急に距離が近くなる。

　わたしは「え、あの」と口ごもりながら後ろ歩きをした。

　たしかに素敵な部屋だけれど、わたしの身の丈にはどう考えても合っていない。

　航哉くんが社長に就任したときも、そうだった。

　彼ばかりがどんどん遠くへ行ってしまう気がして、そこはかとない焦燥感に襲われる。

　そしていつも、目の前のことに手一杯のわたしとは違うのだと思い知る。

　航哉くんに比べてわたしは平々凡々だ。いくつものことを器用にはこなせない。

　もっと器用な性分ならきっと、彼と同居しながら秘書業務を立派に務められるのだろう。

　海が見える大きな窓を背に佇む航哉くんは絵になる。

　彼はすぐそばにいるのに、遠い存在に思えてくる。

「……わたしと航哉くんじゃ、身分が違う」

　唸るようにわたしが言えば、航哉くんは怪訝な顔になった。

「封建社会じゃあるまいし」

「次元だって違う」

　それは初めて会ったときから感じていたことだ。

　生身の人間だとは思えないほど彼はすべての造作がよい。唯一の欠点とも思える意地悪な性格にしても、会社ではだれにでも優しい上に有能だ。

「意味不明なことを言うな」

　咎めるように、頬を両手でむにむにと押される。

「だって──」

　こんなマンションをぽんっと買ってしまうところもそうだ。

　もはや住む世界が違うとすら感じる。

「……というか、わたしの家からそんなに離れてないよね？」

　このマンションまで、車で二十分ほどだった。

「……これまでに比べたら遠いだろ。二十秒では着かない。だが一緒に住めば、零秒で詩音に会える。ほら、同居するほうが俄然効率的だ」

「たしかに──……って、そうじゃなくて！」

　わたしは航哉くんの両手を掴んで彼を見上げる。

　意見を変えるつもりはないのだと訴えるように見つめれば、航哉くんは悲壮感たっぷりにため息をついた。

「じつは平日の食事が不摂生で困っている」

　突然の告白だ。わたしが目を丸くしても、航哉くんはかまわず話し続ける。

「ここに引っ越したら、休日に詩音の家へ食べにいくことも難しくなるし、このままではいっそう不健康になる」

　縋るような視線を受けてたじろぎそうになった。

「えっと、じゃあ……わたしがご飯を運んでくる」

「どうやって？　詩音は車の免許、持ってないだろ」

「タクシーとか」

「毎朝、毎晩？」

「うっ……それは……」

「通いは、無理だ」

　きっぱりと言ったあと、航哉くんはすぐに言葉を足した。

「俺は──おまえがすぐそばにいないと、寂しい」

　……航哉くんも、わたしと同じなの？

　ぎゅっと胸を締めつけられ、気後れしていた頑なな心が解ほぐれていく。

　少しも目を逸らさずに見つめられる。頬を撫でたどられ、そっと抱きしめられる。

　温かい。

　この温もりを、手放したくないと思ってしまう。

　ついさっきまで、業務に支障をきたすだとか、わたしじゃ釣り合わないって思ってたのに。

　なんて都合がいいのだろう。航哉くんの腕の中が心地よくて、離れたくなくて、胸がいっぱいになる。

　航哉くんと、ずっと一緒にいたい……！

　膨れ上がった想いに、自分自身が抗えなくなってしまった。

「……会社の人には、絶対内緒で……お願いします」

　卑怯なことを言っている自覚があったから、顔を上げられなかった。

　よしよしと頭を撫でられる。彼がなにも言わないものだから、いつまでも俯いていられなくなった。幼なじみがどんな顔をしているのか気になってしまう。

　ゆっくりと上を向けば──満面の笑みの航哉くん。

「うっ……」

　航哉くんの、とびきりの笑顔を見ただけでこうも心臓がドキドキしてしまうのだ。

　もう、わたしの心臓を止める気？

　まだ引っ越しもしていないのにこんな調子で、大丈夫だろうか──。

　マンションから帰ったあと、わたしはさっそく両親に「航哉くんと同じマンションに住むことになった」と話した。

　すると「航哉くんに迷惑かけないように」と釘を刺された上で、拍子抜けするほどあっさり同居を認められた。

　それからトントン拍子で、次の週末には新居へ引っ越しをした。

　航哉くんが購入したマンションはファミリータイプだったので、わたしの部屋もある。

　マンションの私室で荷物の整理を終えたわたしはリビングへ行った。

　航哉くんはソファに座って寛いでいる。わたしはその隣に腰かけた。

「思ったんだけど、わたしは航哉くんに家賃を払うべきだよね？」

「いや──食事を作ってくれれば、それでいい」

　ごく自然に肩を抱かれたものの、とたんに緊張してしまう。

　なんか、これ……恋人っぽい!?

　ぶんぶんと首を振ることで、浮かれた気持ちを引き締める。

　わたしがこのマンションに引っ越してきたのは、食事のお世話をするためなんだから。

　彼の私生活も、秘書として全力でサポートしようと心に決めた。

　同僚に対して、航哉くんと幼なじみだということ以外にも同居しているという隠し事は増えるけれど、致し方ない。

　これも業務の一環なのだと、わたしは何度も自分の中で繰り返し唱えた。

　そんなわたしを尻目に航哉くんが口を開く。

「誤解がないように言っておくが、料理以外の家事は俺もきちんとやるから」

「えっ」

「なんだその意外そうな顔。俺がなんにもしないと思ってたのか」

「うん。だって航哉くん忙しいし」

「忙しいのは詩音もだろ」

「航哉くんほどじゃないよ。それにわたし、航哉くんの私生活でも秘書として役に立ちたいって思ってるの。だから……ええと、わたしにできることは全部する」

　航哉くんは穏やかな笑みを浮かべて「健気なやつ」と呟く。

　トクンと胸が鳴るのと同時に、肩にあった彼の手が腕のほうへ下りてきた。

　彼のもとに引き寄せられ、体が密着する。

「とにかく、俺にできることは全部する」

　航哉くんはわたしの口真似をしてウィンクした。

「詩音にばかり負担はかけない」

「……っ！」

　顔を覗き込まれるのは、いまに始まったことではない。それなのにドキドキして、落ち着かない。

「そうわけだから、今日こそ着替えを手伝う」

「え──どういうわけ!?」

　着ていたカットソーの裾を掴まれ、勢いよく引っ張り上げられた。

　わたしは航哉くんに向かって手をかざし、ぶんぶんと首を振る。

「いっ、いい！　着替えは自分でできるから」

「遠慮するな」

「遠慮なんてしてない、から……ぁっ」

　されるがまま、カットソーが頭から抜けてしまう。

　本日の下着は黒色で、細かなレースが施されたものだ。

「やっ──だめ、航哉くん」

「ほんとにだめ？　……これ、大人っぽいな。詩音は黒も似合う」

　ブラジャーのカップ部分を指で辿られる。

　……もしかして、下着を新調したのバレてる？

　黒くて大人っぽいブラジャーとショーツは、つい先日買ってきたものだ。

　彼とこういう展開になるのを期待して身につけているわけでは、ない。

　……いや、それもなんだか言いわけがましい。

　期待していたんじゃないの、と──わたしの中でだれかが囁いているようだった。

　葛藤しているあいだも、航哉くんはわたしのことを熱っぽく見つめてくる。

「本当にだめで、本当に嫌なら……しない」

　とびきり優しい声で告げられた。

「う──」

　はっきりと言葉が出てこないのは、いまもなおブラジャーを指で辿られているから。

　そうでなければきっと、自分の気持ちを言える。

　わたしの、気持ちって。

　彼に触れられたい気持ちと、恥ずかしいから触れないでほしい気持ちが混在していた。

　航哉くんはわたしのようすを注視している。少ししたあと、わたしが嫌がっていないと判断したのか、ロングスカートのファスナーをジーッと引きおろして脱がせた。

「あ、あの……っ」

　わたしはブラジャーとショーツを隠すように腕で自身を覆う。

「そんな、見ないで」

　細い声で訴えれば、航哉くんはどこか感慨深そうに息をついた。

「下着を見られたくないなら、脱いでしまえばいい」

「え……ぁ、っ……そういう、ことじゃ」

　下着だけでなく素肌も、見られるのは恥ずかしいのだ。

　航哉くんもわかってるはずなのに。

　視線で訴えかければ、彼は楽しそうに口の端を吊り上げた。そんな顔のまま、ブラジャーのホックをプチンッと外される。

　よく片手でそんなことができるものだと感心しているあいだにショーツの端を掴まれた。

「ひゃっ！　や、あ……待って……！」

「待てない」

　航哉くんは切なげに眉根を寄せて、わたしのショーツを足先まで引き下ろした。

　緩んでいたブラジャーも剥ぎとられて、とうとう裸になってしまう。

「や、う……っ。こんな……明るい、のに」

　そもそも、真新しいソファで裸になっていることがいたたまれない。場違いだ。

　わたしは両手で胸元を隠して縮こまる。

「……詩音は、華奢だな」

　脇腹をすうっと撫で上げられた。

「ふぁ……っ」

　大きな手のひらは脇腹から胸のほうへと、ごく自然に流れていく。

　両腕と胸の隙間を縫うようにして侵入してきた彼の両手が、ふたつの膨らみをぐにゃりと鷲掴みにした。

「あ……ぁ、んっ……」

　胸を掴まれてしまったからには、そこを腕で押さえていても意味がない。

　わたしが胸を隠すのをやめると、航哉くんはしたり顔で笑った。楽しそうに両手を動かしている。

「ん、ぅ……航哉くん？　着替えを、するんじゃ……っ、あ……ぅ」

　ずっと乳房を揉まれているのに耐えられなくなって問いかければ、航哉くんはそのことを忘れていたのか小さく目を見開いた。

「そうだった。……ちゃんと着せてやる」

　航哉くんは名残惜しそうに膨らみを手放し、わたしのこめかみに両手をあてがう。

「目……瞑って」

「な、なんで？」

「いいから」

　手で目元を覆われ、瞼を閉じるしかなくなる。

「俺がいいと言うまでそのまま、な」

「うん」と唸るような返事をする。

　裸で目を閉じているのは無防備だと思うのに、不思議と恐怖心はなかった。

　怖くは、ないけど……そわそわする。

　そこへゴソゴソと、なにか物音が聞こえた。

「はい、両手挙げて」

　彼が近くにきたのだとわかる。体になにか平たい紐のようなものを巻きつけられた気がした。

「航哉くん？　あの──採寸でもしてる？」

「いや？　してない」

「でも、服っていう感じじゃ……ないんだけど」

「気のせいだろ」

　それからは腕を挙げさせられたり腰を浮かせられたりと、航哉くんにされるがままだった。

　それにしても着替えの時間が長い。いったいどれだけ足を開かされた状態でいればいいのだろう。足の付け根をじろじろ見られているのではないかと、心配になる。

　それでもわたしは言いつけを守り、ずっと目を閉じていた。

「──よし、いいぞ。目……開けて」

　そっと瞼を持ち上げて下を向く。

　彼になにを着せられたのか、目を閉じているあいだずっと気になっていた。

　自分の恰好を目にするなり、びっくりしてしまう。

「なっ……なにこれっ!?」

　幅二センチほどの柔らかな黒い布が、乳首や秘所を縦にも横にも覆っていた。

　これはもはや服というより、平たい紐を巻きつけただけの状態──黒い平紐でラッピングされたようなもの──である。

「引っ越し祝いだ。おまえが持ってた雑誌に、こういうのが載ってた。……うん、やっぱり黒も似合う」

　航哉くんは満足げに頷いている。

　いっぽうわたしは、なにも言えなかった。口は上下に動くものの、動揺しすぎて声が出せない。

　自分自身の卑猥な恰好を目の当たりにして、頭が沸騰しそうになっている。

　いや、きっともうすでに沸点を超えている。頬や耳が、とんでもなく熱い。

　たまらず両手で顔を覆っていると「気に入らなかったか？」と、心底不思議がっているような声が降ってきた。

「そっ、う……その……」

　まさしく雑誌に載っていたとおりの刺激的なコスチュームだ。

　身につけてみたいという願望が、ゼロだったわけではない。

　むしろそういう願望があったからこそ、ドッグイヤーをつけてまで熟読していた。

　羞恥心をかなぐり捨てれば、彼に「ありがとう」と言えるのだろう。

　ところが恥ずかしさを捨てきれない。だから、言葉を濁す。

「けど、それなら──わたしだって、航哉くんになにかお祝いを贈らなくちゃ」

　このマンションに越してきたのはわたしだけではない。航哉くんも同じだから、一方的にお祝いをもらうのはおかしい。

「問題ない。詩音がこれを着てくれるだけで充分だから」

　いつになく真剣な声音だった。

　本気なのか、いつもの冗談なのかわからなくなり、ますます全身が火照る。

「また、悪い冗談ばっかり……」

「冗談じゃ、ない」

　彼が本気だとわかるのが、気恥ずかしかった。

「詩音が──かわいいのが悪い」

　頬を撫でてくる手に熱がこもっている。彼の手が熱いのか、わたしが熱くなりすぎているのかわからなくなる。

　航哉くんの頬は少し赤い。まるで愛おしいものを見るように、形のよい目がすうっと細くなる。

「詩音の乳首……布越しでも勃ってるのがわかる」

「え、あっ……」

　黒い布は、彼の言うとおり内側から押し上げられていた。

　胸の先端がぷっくりと尖っているのを見つけて、猛烈に恥ずかしくなる。

「これは、あの」

　うまく言いわけできずに戸惑うわたしをしげしげと眺め、航哉くんは人差し指で黒い布を辿りはじめた。

　肩から鎖骨、膨らみのほうへ向かって縦に通っている紐の上を、長い指が伝いおりていく。

　指が胸の尖りに近づくにつれ、たとえようのない焦燥感に襲われた。

「んっ、あぁ……！」

　指先が、敏感な箇所を掠める。指に力は込められておらず、布を隔てて軽く触れられただけだというのにとても気持ちがよい。

「悦んでる？」

　航哉くんの唇が弧を描く。やけに楽しげだ。

　わたしは曖昧に「んぅ」と唸ることしかできない。

「ほんと……かわいすぎ」

　呟いて、航哉くんは軽やかに指を動かす。胸の頂を小さくこちょこちょと擽られた。

「ふぁっ、んっ……あぅ、う」

　じれったさと快感がないまぜになって押し寄せてくる。

　航哉くんが、うっとりとした視線を寄越してくるのもまた気持ちがよくてたまらなかった。

「硬さが出てきた」

　その言葉で胸元を見れば、それまでよりももっとはっきりと乳首が黒い布を押し上げていた。

「んん、う……っ。ふ……」

「こんなに膨らませて」

　まるで咎めるように、勃起している乳首を布越しに押し込められる。

「だって、航哉くんが……こんな……あぅ、ぁっ」

　わたしに卑猥な服を着せて、そんなふうに触るから。

　だから乳首が尖りきってしまう。仕方のないことなのだと、心の中で言いわけを並べる。

　すると航哉くんは「もっともだ」と答えた。

「俺のせいで、詩音は乳首をこんなふうに尖らせて……甘い声で喘いでるんだな。悪い」

　その言葉とは裏腹に、まったく悪びれたようすもなく航哉くんは黒い布ごと胸の頂をつまむ。

「ひぁっ！」

　胸の先端を急に強く指で挟まれたせいで肩が弾む。

「痛かった？」

　宥めるような優しい声で尋ねられた。わたしは「ううん」と否定する。

「痛く……は、ない……ぅ、んんっ……」

　航哉くんはわたしが話しているあいだも休まずに指先を動かし、乳首を捻りまわしていた。

　むしろ彼の視線が痛い。先ほどからずっと、胸元を凝視されている。

「これ──こんなふうにピンク色がはみだしてるのが、なんとも言えない」

　黒い布の端を指で辿られれば、乳輪とのコントラストが際立つ。卑猥さを強調されている。すごくえっちだ。

「やっ……」

「嫌だったか。じゃあ退けないとな」

　航哉くんは長い指先を黒い布の端に引っかけて横へずらす。

　顔を出した左側の乳首は、これ以上ないというくらいに張りつめていた。

　興奮してるのバレバレ……！

　せめて右の乳首はまだ隠していようと腕を前へ持ってきたものの、無駄だった。

「隠すなよ」

　もう片方の乳首も、同じように黒い布を脇のほうへ退けられてしまった。

　ふたつの頂はかつてないくらいにぴんっと尖っている。

　触りやすそうな形になっている薄桃色の乳首を、航哉くんは指のあいだに挟み込んだ。ぐにゃぐにゃと乳房を揉みながら指を動かし、これみよがしに薄桃色の尖りを躍らせる。

「ぁ、んっ……あう、うっ……あぁ」

　敏感な二ヶ所をずっと弄られているせいか、ソファに座っているにもかかわらずふらふらしてくる。

　身を捩って悶えるわたしを、航哉くんはソファの座面に押し倒す。

　体勢が変わってもなお航哉くんは胸ばかり虐める。硬くなったままの乳首を、つまんだり引っ張ったりして、まるで遊んでいるようだ。

「こ、航哉くん……乳首、好きなの？」

　飽きずにそこばっかり……。でも、それを言うならわたしも、だ。

　どれだけそこを弄られてもいっこうに飽きず、気持ちよくなっている。

　航哉くんはわたしの目を見据えて言う。

「ああ──好きだ。詩音の乳首が」

　その言葉のあとすぐに彼は長い睫毛を伏せて上半身を低くした。

　航哉くんはわたしの胸に顔を寄せ、愛しさを伝えるように乳首へちゅっとくちづける。

「ひゃっ!?」

　わたしが高い声で叫べば、航哉くんは顔を上げた。

「食べちゃいたいくらい、好き」

　彼が、屈託のない顔で素直に言うものだからドキリとしてしまう。

　年上の幼なじみに、わたしは翻弄されっぱなしだ。

　そして航哉くんは宣言どおり乳首を口に含む。はむはむと唇で食まれたあとは、ちゅうっと水音がするほど吸い上げられた。

「ふぁう、ぅ……！」

　指とは異なる熱い快感に、目眩がしそうだった。足の付け根まで熱っぽくなる。

「ん、んっ……ふ、ぁ」

　彼の口に含まれていないほうの乳首を指で撫でつけられる。同時に、もう片方の頂をちゅっ、ちゅっと執拗に吸われた。

「や、食べちゃ……やぁ……っ」

　わたしは足の付け根を擦り合わせながら首を横に振る。

「仕方ないな……。じゃあ舐めるだけにする」

　航哉くんは眉根を寄せ、さも残念そうに赤い舌を覗かせて、薄桃色の尖りをぺろりと一舐めした。

「はぁ、ん……っ」

　乳首は、吸い立てられるよりもこうして舐められるほうがいけなかったかもしれない。

　肉厚な舌が薄桃色の根元を擽り、頑なな乳首を押し倒そうとしてくる。

　吸われるよりももっと気持ちがよくて、意識が遠くへ飛んでいってしまいそうになる。

　湿りきった乳首をれろれろと舌で嬲られたわたしはたまらず口を開く。

「やぅ、あっ……それ、だめ……あぁ、あっ」

「これもだめ？」

　悩ましげに艶っぽく息をつき、航哉くんはおもむろに上半身を起こした。

　ゆったりとした動きの彼とは逆で、わたしはぜいぜいと肩で息をしている。

　いまはなんにもされてないのに。

　彼は乳首を舐めるのをやめた。それなのに、体は火照りきって、まったく落ち着いてくれない。

　これじゃあ、もっとしてほしいみたい。

　深呼吸をしてみたものの息は荒いままで、少しも整わなかった。

　航哉くんは左手で自分の口元を押さえ、右手ではわたしの素肌を撫でおろしていった。

「ん……っ」

　たぷんっと乳房を揺さぶられる。彼の右手はどんどん下降して、下半身に辿りつく。

「詩音の……ここ。確かめたい」

　彼がどこを確かめたがっているのか、指し示されているのでよくわかる。

　秘所を覆っている、幅の狭い布を指ですりすりと擦られたわたしは「んんぅ」と呻き声を上げた。

　この服を着たときに、大切な箇所は……きっともう見られてる。

　わたしは目を瞑っていたのではっきりとはわからないけれど、彼は秘めやかな箇所をすでにじっくりと見たあとなのではないか──。

　だって黒い紐を単純に巻きつけるだけにしては、時間が長かった。

　恥ずかしさで涙腺が熱くなる。

「確かめる、っていうのは……見る、だけ？」

　なかばやけになって尋ねると、航哉くんは緩く首を振った。

「直に触るってこと。このあいだはお預けを食らったから」

　今日こそはと、まるで意気込むように航哉くんは黒い布をつまむ。割れ目のすぐ上をつままれたことで、それまでよりも布が食い込む。

「あう、んんっ」

　そんなふうにされたら、小さな粒の存在がよけいに目立ってしまいそうだ。

　催促するように、甘い声で「詩音」と呼びかけられる。

　さらなる快楽を目指してカウントダウンするように、黒い布をリズミカルに引っ張り上げられる。そのたびにきゅん、きゅんっと、下半身の小さな粒が主張を強くした。

　わたしは自分の口を両手で押さえながらも、こくこくと何度も頷いた。そうすることで、燻る花芽に触ってほしいのだと訴えかける。

　恐怖も羞恥も、初めから存在しなかったようにすら思える。それほどわたしは、快楽への期待感を膨らませていた。

「やっとお許しが出た」

　裂け目を覆う細い布を、航哉くんは指先でくいっと持ち上げて横へ押しやる。その布が湿り気を帯びているのには気づかないふりをする。

　航哉くんは息をつきながら淫唇を見つめた。

「脚……もっと開いて」

「む……無理、そんな……」

「ちゃんと見たい」

「う、うっ……」

　太ももの内側をやんわりと押される。脚に力が入らず、促されるまま動かすことになる。

　その箇所を見られたいのか見られたくないのか、わからなくなってきた。

　わたしが素直に脚を開いたことが嬉しかったのか、航哉くんはにんまりと笑って秘所に視線を据えた。

「……滲んできてるな」

　なにが、とは訊かない。わたしの中から愛液が溢れている自覚はあった。

　長い中指が、蜜に濡れた割れ目を辿りだす。

「ぁ、んぅ……っ！」

　とたんに体じゅうがぞくぞくと震えた。寒いのとは違う、心地よい震えだった。

　胸が大げさに上下して、吐きだす息の量が増える。興奮している。

　息遣いを荒くするわたしを見て小さく笑い、航哉くんはなおも指で淫唇を撫でたどった。

　花芽には触れられていないものの、彼の指が上下に走るのが気持ちよくて腰が揺れてくる。じっとしていられない。

　ねだってるみたいで恥ずかしいのに。

　羞恥心が湧いても、腰の動きは止まらない。それどころかどんどん激しくなってしまう。

　そうしてわたしが腰をくねらせていても、航哉くんは的確に花芽を避けて淫唇を愛でていた。

「ふ……う、んっ……くぅ」

　指は小さな粒のまわりばかり抉る。

　航哉くんが遠慮してる、ってことは……ないよね。

　彼に限って遠慮なんてしないだろう。そうなるとやはり、焦らされていることになる。

「……航哉くんはやっぱり意地悪」

　つい思ったことをそのまま口に出してしまった。

　すると彼は目を見開いたあとで軽快に笑った。

「俺のこと、よくわかってるじゃないか」

「ひ、あぁあっ……！」

　急に花芽をつまむのはやめてほしい。焦らされていたぶん、それだけで目の前が真っ白になりかけた。

「あ、んっ……やぁっ、気持ちい……ぃ、あぁっ……！」

　花芽は二本の指に挟まれて、きゅっ、きゅっと引っ張り上げられる。

　わたしはひときわ大きな声で「あぁあっ！」と叫んだ。声を、自分では抑えられない。

「……いい顔」

　息を漏らして彼が笑う。

　わたしは自分の顔を両手で覆うだけで精いっぱいだ。

「なんで隠す？　言わなきゃよかった。……顔もちゃんと見せて。こっちの濡れてるとこと同じように」

　そうして、膣口から溢れている蜜を掬われ淫唇に塗り広げられる。

「ふ、あぁっ……ん……っ」

　愛液を帯びて滑りがよくなった指で粒を擦られたわたしは、あまりの快感に「ひぁああっ！」と悲鳴じみた声を上げた。

　手で顔を覆うどころではなくなる。

　それまで引っ張られていた花芽を、今度はぬるぬると押し込められている。

　息の仕方がわからなくなりそうなほど気持ちがよくて、両手と両足が甘やかに痺れだす。

「蕩けた顔──」

　息を荒らげるわたしを見て航哉くんは喉を鳴らし、指を下方へ滑らせた。

「ん、ぁっ」

　彼の指先が蜜の溢れ口に沈んだ。痛みはないものの、異物感を覚える。

　航哉くんは左手でゆっくりとわたしの乳房を揉み、右手の中指を蜜道の奥へ進ませる。

「あぅ、うっ……ぁ、あっ」

　長い指が、どんどん体の中へ入っていく。

　自分でそんなことはしないので、衝撃的だった。

　初めてのことなのに、恐れよりも快感のほうが勝まさっている。

　体内に別のものが入ることが、これほど気持ちがよいのだとはいままで知らなかった。

　航哉くんの指だから、恐怖心を感じることなく受け入れられるのかもしれない。

「奥のほうまでたっぷり、びしょ濡れだ」

「え、っ……」

　快楽に溺れていたわたしは彼の一言で我に返る。

「や、あ……！　そんな、責めない、で……」

「責めてない」

　くすっと笑って、航哉くんは蜜道の最奥をトン、トンと突く。

「もっと……ぐちゃぐちゃになればいい」

　わたしの内側を掻きまわすように、彼の指がじっくりと円を描きはじめた。

「ぁ、は……ぁっ、んんっ……！」

　指の動きは極めて力強いものの、荒っぽいのとは違う。

　航哉くんはわたしに優しい眼差しを向けて、悦いところを探るように指を動かしている。

　その視線だけでも気持ちがいいのに、敏感な粒まで指で刺激される。

「ふっ、あ、ぁっ」

　中指が蜜壺の中を、親指が花芽をごりごりと押してくる。

　強くそうされてもやっぱり快感しかない。ひっきりなしに喘ぎ声が出る。

　触れられずとも勃起している乳首を指で弾かれれば、いよいよ強烈な快感を覚えて全身が強張る。

「全身に力が入りすぎじゃないか？　リラックスして」

「そ、そんな……できな……あぅ、ぁっ」

　気持ちがよすぎて、かえって体に力が入ってしまう。

「楽しめるほうがいいから」

　そう言うなり航哉くんはわたしの肩に通っていた黒い布をつまみ、左右に動かした。

　ぴんっ、ぴんっと乳首を嬲られる。

「ひゃぅ、んっ……あぁっ……！」

　指でされるのとも、舌でされるのとも異なる感触で胸の尖りを虐められたわたしは、ソファの上で身を捩って快楽に悶えた。

　航哉くんは相変わらず楽しそうに笑みを深める。

「あー……かわいい。癖になりそう」

　眉根を寄せ、薄く唇を開いて航哉くんはわたしの額にキスを落とす。

　こめかみや頬にも食むようなくちづけをされると、幸福感でいっぱいになった。

　……でも、くすぐったい。

　心も体も擽られているよう。心地よさの中にそわそわとしたなにかがある。

　その感情に、わたしは名前をつけられない。

　はっきりしているのは、彼の指がとても巧みだということ。

「あぅ、んっ……あぁっ、ふぁ、あっ」

　胸の頂と花芽、それから蜜壺を同時に刺激される。

　快感が、とどまるところを知らずに膨れ上がっていく。

「詩音……っ」

　呼びかけられるなり、膨れ上がった快感が弾ける。

「ふ──ぅ、う……あぁあ……っ！」

　わたしは「航哉くん」と呼び返しながら、ソファの上で全身をビクン、ビクンと震わせて、快楽の高みを味わう。

　頭の中が真っ白になるこの感覚が心地よくて、幸せで、全身から力が抜ける。

　わたしは目を閉じることで、絶頂の余韻を愉しんだ。







第三章 ノーマルプレイ








　詩音を女性として意識するようになったのは、いまから五年前だと断言できる。

　五年前の冬。

　今日は詩音の成人式だ。

　俺は詩音と出会ったときから彼女を妹のようにかわいがり、なにかと世話を焼いてきた。その延長で、成人式当日は俺が詩音を会場へ送ることになっていた。

　……そろそろ時間だな。

　俺は愛車に乗り込み、美容室へと車を走らせる。

　詩音がどんな振袖を着るのかは知らない。かわいらしい顔立ちの詩音だから、きっとなんでも似合うだろう。

　美容室の玄関に車を横付けし、車から降りて詩音が出てくるのを待つ。

　店の自動ドアが開いたので目を凝らせば、赤地に金の花模様が施された振袖を着た詩音が出てきた。

　その艶あでやかな姿にドキリとする。

「わざわざごめんね。ありがとう、航哉くん」

「あ、ああ……」

　ふだんからかわいいとは思っていたが、今日の詩音は美しいという言葉のほうが似合う。

　いつのまに少女らしさがなくなっていたのだろう。

　いや、かわいいのには違いない。

　しかし、いままで感じていたものとは明らかに異なる。

　こう、情欲を掻きたてられるようなかわいさだ。

　待て──なにを考えてるんだ俺は。

　詩音は三つ年下の、なにかと世話を焼きたくなる妹のような存在──だったはずだ。

　それなのにいまの俺は、もっと深く詩音に関わりたいという欲求を抱えてしまっている。

　降って湧いた感情には目を向けないようにして、後部座席のドアを開ける。

「どうぞ、お姫様」

　できるだけいつもの調子で言ったつもりだったが、詩音は「お姫様」という言葉に照れているのか、楚々としたようすで後部座席に乗った。

　このまま連れて帰りたいくらいだが……それじゃあ俺が迎えにきた意味がないな。

　ふたたびハンドルを握り、仕方なしに成人式の会場を目指す。

　詩音は成人式を控えて緊張しているのか、先ほどから一切喋らない。

　俺はふと、詩音に祝いの言葉をかけていなかったことを思いだした。

　振袖姿に見とれてしまっていたから、言い損ねた。

「成人おめでとう、詩音」

　信号待ちになったのでそう声をかけ、ルームミラー越しに彼女を見る。

　すると詩音は小さく「ありがとう」と答え、ほほえんだ。とたんに心臓がドキッと音を立てる。

　信号が青に変わるのを、見落としそうになった。

　唇を引き結んでハンドルを握りなおし、咳払いをしてからは黙々と運転した。

　成人式が行われる文化会館の駐車場に着く。

　車を降りて後部座席のドアを開け、詩音に提案する。

「途中まで一緒に行こうか」

「うん。ありがとう、航哉くん」

　慣れない着物姿だからか、車から降りづらそうだった。右手を差し出せば、詩音はすぐにその手を取ってくれる。

　柔らかくて小さな手の感触を、今日はいやに意識してしまう。

　詩音が車から降りたあとはそっと手を引っ込め、彼女と並んで歩いた。

　文化会館前の広場には多くの新成人が集っていた。

「あーっ、詩音！」

「風原さん久しぶり！　ますますかわいくなってる～」

　詩音はあっというまに複数の男女に囲まれた。

　詩音は女子校、女子大と進学したから、集まってきた男どもは中学の同級生なのだろう。

　友人たちに囲まれて、詩音は朗らかに笑っている。楽しそうでなによりだというのに、どうしてか寂しさを感じてしまう。

「あれっ。詩音ってお兄さん、いたっけ」

　そばにきた女性のひとりがこちらを見て呟いた。

「ううん、航哉くんは隣の家に住んでて……えっと、そうだね。お兄さんみたいなものかも」

　……お兄さん。

　いままでだって同じようなことは何度もあった。詩音についていくと必ず、こうして詩音との関係を尋ねられるから「ええ、兄代わりです」などと返していた。

　ところが今日はどういうわけか、そんなふうに切り返す気にはならなかった。

　むしろ詩音に「お兄さんみたいなもの」と言われたことがショックだとすら感じている。

　俺は作り笑いを浮かべ、詩音の友人に「どうも」とだけ挨拶した。女性は「どうも～かっこいいお兄さん」と、軽い口調で言った。

「……詩音。終わるころにまた迎えにくるから」

「えっ、さすがに悪いよ。帰りはお母さんかお父さんに──」

「いまさら遠慮するな。またあとで」

　軽く手を振って踵を返す。詩音は友人に囲まれているし、いつまでもくっついているわけにはいかない。

　その後、成人式が終わる時間にまた車を走らせた。夕方には詩音が同窓会へ行くと言うので、その送迎もした。

　夜の十時をまわるころに居酒屋へ迎えにいくと、成人式の会場で会った詩音の友人から「こんばんは～過保護なお兄さん」と声をかけられた。

「こんばんは」と返しつつ首を捻る。

　詩音の友人と別れたあとも、俺は悶々としていた。

　過保護なのか、俺は。

　後部座席に乗っている詩音を、またもやルームミラー越しに見る。酒に酔ったとろんとした顔で、眠そうに目を伏せている。

「無防備すぎる」

　俺がぼやけば、詩音は不思議そうに首を傾げた。

　かわいすぎる。

　ぎゅっと心臓を鷲掴みにされたような心地になりながら、俺は詩音を家まで送り届けたのだった。




　淫らな恰好のままソファで寝てしまった詩音をベッドへ運び、そのようすをまじまじと眺めながら、俺は五年前のことを思いだしていた。

　少しあどけない顔で眠る詩音を、このまま何時間でも眺めていられる自信があったが、そんなことをしたと彼女に知られたら引かれそうなのでやめておこう。

　それに、もうずっと下半身が辛い。昂ぶったままいっこうに収まらない。

　これ以上、詩音をじろじろ見ていてはだめだ。

　これまで必死に理性を重んじてきた。いま我慢ができなければ、それがすべて水の泡になってしまう。

　詩音に嫌われたくない。

　五年のあいだに少しずつ想いが育ったように思う。

　初めは、詩音をそういうふうに見てはいけないという背徳感があった。

　彼女の両親からは大いに信頼されている。その信頼を裏切るような真似はしたくなかった。

　ところが詩音が大学を卒業して就職したあとは、見守るだけでは足りなくなっていった。

　人当たりのよい詩音だから、だれとでもすぐ仲良くなる。

　そしてその輪を大切にしている。

　まだ社長に就任する前、同僚と赴いた居酒屋では必ずといっていいほど男性社員が「風原さん、かわいくていいよね」と噂していた。

　そのたびに「手を出すな」と牽制したいところだったが、恋人でもないのに勝手なことは言えない。

　半年前、社長就任が決まったときはいよいよ詩音と関わりがなくなると焦った。

　俺の知らないところで詩音が別の男に口説かれるのは嫌だ。

　詩音を専属秘書に抜擢したのは、彼女の能力を買っているという純粋な理由以外に、ずっとそばにいてほしいという邪な理由もある。完全に公私混同だ。

　だが、そうだとわかったら詩音はすぐにでも専属秘書を降りるだろうな。

　そういう潔癖なところも好きだ。

　しかしこのところは、詩音に悪い虫がつくのが嫌でつい、仲がいいことをアピールしてしまう。

　ほかの秘書たちは俺の気持ちに気づいてるだろうな。肝心の詩音にはいっこうに伝わらないが。

　年下の幼なじみは少々あわてんぼうだが機転が利くし、純粋で正直者だ。

　なにをするにもかわいいせいで、自分のそばから一時も手放したくない。

　そうして痺れを切らし、詩音の両親に「結婚を前提に付き合っているが、詩音は恥ずかしがり屋なのでそのことを隠したいらしい」と話した。

　我ながら甚だしい嘘だが、のんびりと構えていてはだれかに盗られてしまう。

　かわいいかわいい詩音を、だれにも奪われたくない。

　それに生真面目な詩音だから、ストレートに好きだと伝えても「秘書業務に支障が出る」と言って恋人にはなってくれないと考えた。

　ただ、俺は詩音のいちばん近くにいるものの──だからこそとも言えるが──男性として意識されているのか怪しいところだ。

　だから、詩音が『気持ちのよいセックス特集』を読んでいるのを知ってチャンスだと思った。

　グッジョブ、気持ちのよいセックス特集。

　俺はベッドの端に座ったままぎゅっと拳を握る。

　雑誌に書かれていたことを踏襲していけば、男性として意識してもらえるだろう。

　またとない機会だ。そう、ずっときっかけが欲しかった。

　いや、詩音は無欲で純粋だから、そういったことにまったく興味がないのかもしれないと少し心配もしていた。

　貪欲で不純な俺とは大違いだ。

　詩音が欲しくて、眺望のよいマンションを早々に購入し、ふたりで住む準備をした。

　俺はふたたび詩音に目を向け、黒い布を指でそっと撫でたどる。

　服にしても、もっといろいろと着せてみたい。

　そして触りたい。

　詩音のこととなると、いつも必死になってしまう自覚がある。

　同居の大義名分は『食事の世話』ということになっているが、それが絶対の条件では──ない。詩音と一緒にいたいという口実だ。食事はデリバリーでもかまわないのだ。

　詩音に同居を持ちかけたときだって、本当は「物件」ではなく「俺たちの新居」と言いたいところだったが、さすがに気味悪がられるかもしれないと思ってやめた。

　この部屋を見にきたとき、玄関で彼女が他人行儀に「お邪魔します」と言ったものだから、住む気がまったくないのがわかって少し落胆した。

　結局はごりごりと押し通して同居してもらうことになったが。

　なかば強引に、まわりに嘘をついてまで同居をすすめたという罪悪感はある。

　詩音のことになると余裕がなくなって、そういう行動を取ってしまう。

　絶対、幸せにする。絶対、離さない。

　すやすやと眠る詩音の頬を撫でる。蕩けきった顔で喘ぐ彼女の顔が脳裏にこびりついて離れない。

　異性として意識されているはず。

　詩音の心を、少しは掴むことができているだろうか。

　まだ恋人にすら認定されていないにも拘わらず、俺は新婚生活を夢想して胸を弾ませた。
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　わたしは新居から会社へ、航哉くんよりも早く出社する。

　例のごとく航哉くんから「俺の車に乗ってけば」と誘われたけれど「社長よりも先に出社したいから」と、丁重にお断りした。

　マンションからだと、バスよりも電車で通勤するほうが早い。

　熊野テクノロジーの最寄り駅で電車を降りたわたしは、実家住まいだったときとは異なる通勤路を歩いていた。

「詩音、おはよう」

　後ろから女性の声がした。わたしは立ち止まって振り返る。

「香織さん！　おはようございます」

　彼女──諏す訪わ戸ど香か織おりさんは新入社員研修でお世話になった先輩だ。研修を終えてからも、よく飲みに連れていってもらっている。面倒見のよい人だ。

　わたしは香織さんと並んで歩いていた。

「──おはようございます、風原さんに香織さん。いやぁ、だいぶん涼しくなりましたねぇ」

　足早にわたしたちのもとへやってきたのは、同期入社の尾お苗なえくんだ。尾苗くんも新人のときに香織さんから指導を受けた。香織さんが飲みにつれていってくれるときに必ずいるメンバーのひとりである。

　秋の風を感じながら三人でオフィスへ向かう。

「風原さんがここを歩いてるの、珍しいですね。僕と香織さんは電車通勤なので、よくお会いしますが……」

「私も同じこと考えてた。詩音はバス通勤だったわよね？」

　香織さんに尋ねられたわたしは、ついぎくっとして顔を強張らせてしまう。

　バス停からだと、この道は通らないから──。

「あ、ええと……」

　言いよどんでいると、香織さんはにやけ顔になった。

「もしかして、どこからか朝帰り？」

「えっ!?」と声を上げたのは尾苗くんだ。

「ちっ、違います！　じつは最近、引っ越したので──」

　言ってしまったあとでわたしは「まずい！」と、心の中で失言を悔いた。

「そうなの？　じゃあ忘れずに住所変更届を出しておいて」

　香織さんも尾苗くんも、所属は人事課だ。航哉くんの分はすでに住所変更届を出している。先日、届け出たばかりだ。

　いまわたしが住所変更届を出したら、航哉くんと……社長と同じ場所に住んでるって、絶対バレる。

　仮に香織さんや尾苗くんが目を通さずとも、別のだれかの目には留まるだろう。そうなればきっと、あっというまに航哉くんとの同居が周知の事実となる。

　どうしよう──!?

「ねえ知ってた？　駅の裏側に、新しくカフェがオープンしたんだって」

「そうなんですか？　知りませんでした」と、内心うろたえているのをごまかしながらなんとか言葉を返すと、尾苗くんが「僕も知らなかったです～」と言った。

「すっごく美味しいらしいけど、オトナ女子向けって感じのところらしくて──」

　三人でたわいない話をしながらオフィスへ歩く。住所変更届は出したくないけれど、そんなわけにもいかない。

　オフィスへ入り、エレベーターに乗る。

「じゃあね、詩音。今度ランチにでも行きましょ」

「風原さん、またねぇ」

　香織さんと尾苗くんは人事課のある階でエレベーターを降りた。

「ふう」と息をつき、わたしはエレーベーターの中で焦りを募らせる。

　香織さんは几帳面な性格だから、わたしが住所変更届を出さなければ疑問を持つだろう。

　人事部の部長にだけ事情を話して秘密裏に処理してもらう？

　もしくは、やっぱり実家に戻ったんですって香織さんに言う？

　そうなれば、電車通勤ではなくバス通勤に戻さなければならない。

　新居からではバスだと利便性が悪いのだけれど、仕方のないことだ。あとは、なぜまた実家に戻ったのか、うまい言いわけを考えておかなければならない。

　でも──香織さんに嘘つくのって気が引ける。

　入社して以来、香織さんは親身に相談に乗ってくれた。いっそ正直に事情を話すべきではないかとも思える。

　そんなことを考えているあいだに数日が経った。

　香織さんからランチに誘われる。

　駅の裏手にあるカフェはオープンしたてということもあってたくさんの客で賑わっていた。

　香織さん曰く『オトナ女子向けカフェ』だから、尾苗くんは誘わなかったのだそうだ。実際、お客さんはほとんどが女性だった。

　窓際の席に座ったわたしたちはそれぞれ日替わりランチを注文して料理を待つ。

　料理を待っているあいだ、香織さんはどういうわけか真顔でわたしを見つめてきた。

「ねえ詩音。私になにか隠してるでしょ。住所変更届を出してこないのと関係ある？　書類関係はいつも即日、出してくる詩音だもの。絶対なにかある」

　うっ──やっぱり香織さんに嘘はつけない。

　わたしは観念して白状する。

「じつは、その──社長と同居させていただいているんです。社長の……食事のお世話をするために」

　すると香織さんは目と口を大きく開けて唖然としていた。寝耳に水といった顔だ。

「そうだったの……びっくり」

　香織さんは俯き、なにか考え込むように口を押さえたあと、ぱっと顔を上げた。

「だったら私も食事のお手伝いに行くわ。そうね、次の日曜日なんてどう？　休日くらいあなたも休まなくっちゃ、ね？　決まり！」

　このときは香織さんの勢いに押されて「わ、わかりました。ありがとうございます」と答えたものの、先に航哉くんの許可を取るべきだったと反省した。

　その日の夜。わたしは帰宅してから、航哉くんに香織さんの訪問について話した。

「人事課の諏訪戸が、食事を作りにここへ？　必要ない。土日なら外へ食べにいってもいいんだし」

「えっ……」

　心のどこかで、航哉くんは快諾してくれるものだと思っていたから、「必要ない」と言われて焦る。

　わたしが困惑するのを、航哉くんは見逃さない。

「その顔は、もう承諾してしまったんだな？」

「うん……。ごめんなさい、航哉くんに確かめもしないで」

「どうせ諏訪戸に押しきられたんだろう。彼女は強引なところがある」

「強引、なのかな。面倒見がいい先輩だけど」

「彼女はおそらく自分の都合がいいように事を運んでいるだけだ。……まあ、俺も人のことは言えないが」

　航哉くんはソファに座り、小さく息をついた。わずかに眉根を寄せてこちらを見上げてくる。

　どうしよう──航哉くん、ご機嫌ななめだ。

「ともかく、今回は返事をしてしまったことだし諏訪戸を迎えよう。だがもし次があるようなら俺が直接、話す。伺いを立てられても、詩音は返事をしなくていい。それでも食い下がられるようなら、俺からそう言われていると答えろ」

「わ、わかった──」




　そして日曜日。香織さんがマンションを訪ねてきた。

「香織さん、きてくださってありがとうございます」

　ここは航哉くんの家なわけで、わたしはただ同居しているだけだから「いらっしゃい」とは言わなかった。

　香織さんはにこにこしながらわたしと航哉くんに挨拶をして、食材が入っていると思しき袋を提げてキッチンへ行った。

「わたしもなにかお手伝いを」

　申し出たものの「詩音に休んでもらうために私がきたのよ」と断られた。

　それからというもの、香織さんは航哉くんにばかり話しかけていた。

「それより社長のお好みをお尋ねしてもよろしいですか？　甘いものと辛いものはどちらがお好きです？」

　いっぽうで、しきりに話しかけてくる香織さんに対して航哉くんは塩対応だ。必要最低限のことしか答えていなかった。

　香織さんには、航哉くんの食事を作りにきてもらってるんだから。

　ふたりが話をするのは当然のことだ。けれど、ふたりの距離が近い気がしてもやもやしてしまう。

　香織さんが作ってくれた料理はどれも美味しかった。

「ごちそうさまでした。後片付けはわたしが」

「ええ、じゃあお願いね」

　今度は手伝いを断られなかったので、わたしはキッチンでひとり皿洗いをする。

　香織さんはというと、ダイニングのイスに座ったまま航哉くんを質問攻めにしていた。

　航哉くんはときおり面倒そうな顔をしながらも、香織さんの質問に答えていた。

　ふたりの会話にまったく入っていけないわたしは、こっそりと息をつく。

　香織さんは、わたしが皿を洗い終わってもずっとマンションにいて、リビングのソファでコーヒーを飲んでいた。

「──悪いがこれから出かける予定がある」

　あれっ、そうだったっけ？

　航哉くんからはなにも聞いていない。わたしはちらりと香織さんのようすを窺った。

「では……私はお暇しますね」

　香織さんはソファから立ち、玄関へ歩いていく。

「社長、私──またお料理を作りにきてもいいですか？」

　玄関扉の前までくると、香織さんは胸の前で両手を組み合わせて航哉くんを見つめた。

「……今日はありがとう。だがきみも忙しいだろうから、もうけっこうだ」

「ですがそれでは詩音が大変でしょう？　私は詩音を手伝いたいんです」

「休日なら外食で済ませてもいい。詩音の負担にはならないよう俺も配慮はしているつもりだ。だから、きみがそういった気遣いをする必要はない」

　あまりにもきっぱりと航哉くんが言ったからか、香織さんは一瞬だけ不服そうに唇を結んだ。けれどすぐに満面の笑みを浮かべた。

「そうですか。お邪魔しました。詩音、またね」

　わたしは「ありがとうございました」と言いながら頭を下げる。そうして玄関扉が閉まるなり、ほっとしてしまう。

　……お世話になってる先輩、なのに。

　帰ってくれてよかったと思ってしまった自分が嫌になった。

　航哉くんはさも疲れたというように大きなため息をついている。

「ハーブティーでも淹れようか。詩音は座っていてくれ」

「でも航哉くんはこれから出かけるんだよね？」

「……やめにする。詩音、疲れただろ？」

　気遣わしげな視線を向けられる。

「え、えっと──わたしは、ソファに座ってただけだし」

「精神的に、だ」

　……どうして、航哉くんは。

　考えないようにしていたことが、わかるのだろう。

　わたしはその場に立ち尽くしたまま、声を震わせる。

「わたし、は……航哉くんに甘やかされる資格ないよ。せっかく香織さんがきてくれたのに、疲れただなんて……申し訳なさすぎる」

「詩音は優しいな」

　一歩、二歩と航哉くんが近づいてくる。

「だが自分の気持ちに正直になっていいと思う。疲れたものは疲れた。それでいいんじゃないか」

　腰を抱かれ、引き寄せられた。彼の胸に閉じ込められる。

「俺も正直に言う。もうこれ以上、諏訪戸に邪魔されたくない。詩音と過ごす時間を」

　ドキッとしたのは、頬を撫でられたからなのか、あるいは間近で見つめられているからなのか。

　彼から目が離せなくなるのと同時にわたしは自覚する。

　やっと、わかった。

　わたし、香織さんに嫉妬してたんだ。

　香織さんが爛々とした目で航哉くんに話しかけるのを見て嫉妬心を募らせていたから、心が疲弊したのだ。

　わたしは視線をさまよわせながらも、航哉くんの目を見つめかえす。

　航哉くんの表情はしだいに切なげなものへと変わっていった。

「どうやったら詩音は、俺がおまえのこと本気で好きだって理解してくれる？」

　肩に顔を埋められる。温もりに包まれて、胸がいっぱいになる。

「た、たくさん……触って、くれたら……理解、できる」

　嘘だ。香織さんに嫉妬して、欲張っている。

　本当は充分すぎるほど理解している。彼は本気で求めてくれていると、もうわかっている。

　それなのに「たくさん触って」だなんて。

　自分の欲深さにうんざりしてしまうけれど、航哉くんに触ってもらいたくてたまらなくなっていた。

　航哉くんは肩に顔を埋めるのをやめて、わたしの背を撫で上げた。

「ここも触っていい？」

　前へやってきた手のひらが胸のあたりを掠める。

「う、ん……」

　唸るような返事をして、わたしは深く息をする。そうして息を整えなければ、緊張で声が出せなくなりそうだった。

「わたし、航哉くんのこと……好き、だから」

　切れ長の目を大きく見開いて、航哉くんはわたしを凝視している。

　そんな驚いた顔のまま、手のひらでわたしの頬を挟んだ。

　いつもならむにむにと押してくるのに、今日はそれがない。

　ごつごつとした両手に頬を覆われたまま、顔と顔の距離がどんどん縮まっていく。

　唇同士が重なる。柔らかく、何度も食まれる。

　頬にあった彼の両手が後頭部へ移動して、強く引き寄せられた。

　さらに深く唇と唇が重なる。

　角度を変えて、まるで味わうようにくちづけられる。そのあと、ほんの少しだけ唇が離れた。

「好きだ……詩音」

　掠れ声が耳朶を擽る。ふたたび唇を塞がれる。

　ところがそれまでとは違って、生温かなものが唇を割ってきた。

「ん、ん……！」

　それが彼の舌だとわかったとたん、下腹部がじいんと熱くなった。

　肉厚な舌が口腔へ入り込み、中を探りはじめる。

　わたしの舌と彼の舌がぶつかって絡まる。初めは違和感があったのに、ぴちゃぴちゃと水音がするようになるころには快感だけになっていた。

　気持ちいい。

　好きだと言われて、彼のことが好きだと自覚して。

　その気持ちひとつで、キスが前にもまして甘くなる。

「ふっ……う、ん……っ」

　わたしの息が弾んでくると、航哉くんは名残惜しそうに唇を離した。

「聞き間違いじゃ、ないよな」

　彼が唐突に言うので、なんのことかわからず戸惑う。

「俺は詩音が好き。詩音も、俺が好き。だから遠慮なく詩音の全部に触れていい……っていう解釈で、合ってるか？」

「それは……ええと。そうじゃなくても、航哉くんはわたしにいろいろ……してたよね？　いまも、すごいキス……したし」

　頬を熱くして尋ねれば、航哉くんは低い声で「んん」と唸った。

「これでも遠慮はしてた」

　航哉くんはふたたびわたしの唇を奪う。今度はすぐに離れた。

「けど、もう──少しも遠慮しない」

　その言葉のあとすぐ、体を抱きかかえられた。縋るような、渇望しているような視線を受ける。

「きゃっ……！　航哉くん？　なにを──」

　わたしの問いには答えず、航哉くんは無言で彼の私室へ歩く。

　到着したのはベッドの上だ。

「たくさん触らなくちゃ、伝わらないんだろ。手でも舌でも……触るから、たくさん」

　着ていたニットシャツを脱がされ、スカートのファスナーもあっというまに下ろされる。

「今日は紫か。いいな」

　わたしの下着をじろじろ見たあとで、航哉くんが胸に突っ伏してくる。

「ひゃ、あっ……」

　くすぐったさに身を捩っているあいだに、ブラジャーのホックを外された。

　相変わらずの手際のよさだ。下着は瞬く間に、航哉くんの手に絡め取られていく。

　彼に秘めやかな箇所を見られるのはもう何度目だろう。それでもやっぱり恥ずかしくて、わたしは両手で自身を隠す。

「はい、隠すのはなし」

　軽い調子で咎めて、航哉くんはわたしの両手をシーツの上で固定した。

　手首を掴んできた彼の手にはさほど力が入っていないと思うのに、わたしは両手を動かせなくなった。

　……航哉くんが見つめてくるから。

　顔や胸の先端を、舐めるように見まわされている。

　その視線だけで、膨らみの頂は尖った形になる。

「詩音は乳首まで健気だ」

　ぼそりと呟き、航哉くんは胸の先端に吸いつく。

「ふあぁっ……！」

　見られるだけで興奮していた体に熱い舌を与えられれば、すぐに反応してますます乳首が硬くなる。

「ん、噛みごたえ充分」

　冗談めかして言うなり、乳首の硬さをもっと確かめるように舌で嬲られる。

「ふぅっ、ん……あ、うぅっ」

　航哉くんは「手でも舌でもたくさん触る」という宣言どおり、わたしの胸や脇腹を手のひらで撫でまわしながら執拗に舌を動かしている。

「そんな……ぁっ……おかしく、なりそ……う……っ」

　たくさん触ってと希ったのは、ほかでもないわたしだというのに、あんまりな言い草だ。わかっているのについ、そんなふうに言ってしまった。

「どれだけおかしくなってもいい」

　楽しげに目を細め、航哉くんは胸の頂にかぶりついた。乳輪ごとじゅうっと、水音が立つほど強く吸う。

「ひぁあっ……！」

　乳首を吸われ、その代わりに快楽を与えられて下腹部がビク、ビクッと跳ね上がる。

　航哉くんは咥える乳首を右から左へ変える。

　それまで口に含まれていたほうの湿った乳首を指で捏ねられたわたしは「あぁあ、んっ」と高い声を上げた。

　航哉くんの右手は脇腹や臍を撫でて足の付け根で止まる。

「ん……ぁっ……」

　淫唇のそばを手のひらでなぞられるだけで体がひとりでに期待して疼く。

　彼が至上の快楽をもたらしてくれることを、頭よりも体のほうがよくわかっているのかもしれない。

　指が淫唇の際をすりすりと摩る。

　割れ目をふにふにと押される。そのたびに「あっ、あっ」と喘ぎ声が漏れた。

　航哉くんは乳首を舌で転がしながらもう片方の薄桃色を指で捻り、右手では割れ目の真ん中を探る。

　ぬるりとした蜜の存在を強調するように、航哉くんは濡れた指先を淫唇の上端から下端までじっくりと動かしていく。

　足を閉じてしまいたくなったものの、指が敏感な肉粒を掠めるせいで体のどこにも力が入らなかった。

　彼の舌も指も大胆な動きでわたしの悦いところを弄りまわす。

　トントントンッと、ノックするように花芽を押された。

「ひぅっ、う……あっ、あん、んっ！」

　両足がガクガクと弾み、指で押された箇所がトクントクンと脈づく。

　航哉くんはかすかに頬を染め、うっとりとわたしの目を見つめてからベッドの下方へ体をずらした。

　彼がなにをするつもりなのかわからず、ただ眺めているだけになる。

　航哉くんの顔が赤いのなんて、めったにないから。

　ここぞとばかりによく見ておこうと考えたのが、いけなかった。

　両脚を掴まれて左右に広げさせられ、その中央に彼が顔を寄せていることに、少しのあいだ気がつかなかった。

「……っ!?」

　わたしは声にならない声を上げて目を剥く。

「やっ、そんなとこ……！　だっ……だめ、だよ」

　だめだと訴えるために何度も首を横に振ってみせたけれど、航哉くんはまったく退くそぶりを見せない。

「なんで？　乳首はよかったのに」

「そこは、違うよ。だって……」

　いまもなお、膣口からは蜜が零れ落ちている。

　そんな箇所を、ほとんどゼロ距離で見つめられている。

　恥ずかしさと気持ちよさで、涙腺がじわりと熱くなった。

「詩音は全部がかわいいから、大丈夫」

　さも当然のごとく自信たっぷりに言われても、いったいなにが「大丈夫」なのか、わたしには理解できない。

　それでも、愛おしげな視線を向けられればますます体が蕩けたようになる。

　しだいに羞恥心が薄れ、快楽への期待感が膨らんでいく。

　航哉くんは秘めやかな箇所を見つめて笑みを深め、目を伏せた。

　生温かな舌が、濡れた莢を下からねっとりと辿っていく。

「ふぅっ……あ、あぁ……！」

　這い上がる舌のざらざらとした感触が、えもいわれぬ快感を呼ぶ。

　じろじろと見られるだけでも恥ずかしかったはずの箇所を舐められて、どうしようもないくらいに悦んでしまっている。

　これで、凄まじい快楽を生む小さな粒まで舌で弄られたら、いったいどうなってしまうのだろう。

　わたしが腰を左右に揺らしても、航哉くんは難なく舌で追いかけてくる。それどころか逃さないとばかりに、粒の根元を舌で揺さぶられた。

「ひぁあぁあっ……！」

　快感が強すぎて、つい大きな声が出た。同時に、わたしの中から愛液が滲むのがわかった。声も蜜も、抑えたくても勝手に溢れてきてしまう。

　ときおり彼が息をつくのもたまらない。熱い吐息が敏感な花芽を掠めると、舌とはまた異なる心地よさを覚えて全身が震える。

　わたしは「あぅう」と喘ぎながら、彼の黒髪が揺れ動くのを見おろしていた。

　羞恥心は湯水のように、心と体の外へ流れだしてしまっている。

　航哉くんが、舌の腹でべろりと花芽を舐め上げた。

「あぁっ、ん……んっ、ふぅ……っ！」

　強烈な快感を反映したように、胸の頂が瞬時にぴいんと張り詰める。

　ずっと、花芽に触れられるのを待っていた。

　熱くざらついた舌で嬲られるのを、期待していた。

　目尻から涙が滲むほど気持ちがよくて、呼吸するのを忘れそうになる。

　航哉くんの両手が脇腹を撫でて這い上がってきた。

　乳首がどれくらい尖っているのか確かめるように、胸の頂を指で摩られる。

「はぁ、んぅ……う、あぁっ……」

　両方の乳首をすり、すりと手探りされればよけいに花芽が熱を持ち、舌の感触がいっそう際立つようになる。

　そのあとは、あらゆる箇所で円を描かれた。

　航哉くんはわたしの乳首を指で軽く押しながらくるくると回す。花芽も同じように舌で円く舐ねぶられる。

　快楽の沼へ引きずり込まれるようだった。意識が遠くなりそうなほどの快感を、ずっと与えられている。

「詩音──平気？」

　唐突に呼びかけられたものだから、驚きすぎて全身が大きく弾んだ。

　航哉くんは手と舌を動かすのをやめて、こちらを見上げてくる。

　真剣な眼差しに、すべてを射貫かれる。

　航哉くんは、たぶん──焦らしてるんじゃなくて、ほんとにわたしのこと気遣ってくれてる。初めにわたしが「だめ」だって言ったから。

　けれどなぜこのタイミングなのだろう。

　きっと故意ではない。そう思うのに、その優しさがいまは最大級の意地悪だ。

　わたしは自分の手の甲を目元に押し当てて言う。

「へいき、じゃ……ない、よ……」

　もうとっくに平常心ではない。続きをしてほしくて気が狂いそうだった。

　刺激を求めるように胸が大きく上下する。呼吸も荒くなったまま、いっこうに整わない。全身が熱い。

「おねが……やめ、ないで……。も、もっと……っ」

　涙ぐんで言うと、航哉くんはさも愉しげに目を細めた。

「……よかった。じゃあもう『だめ』じゃないな？」

　燻っている花芽をぺろんと舐め上げられる。

「う、ぅ……っ。ふ……うぅ……！」

　彼の指先が、凝り固まった乳首をふたたび嬲りだす。

「だめ、じゃ……ない。きもち……い、あぁ……あ……っ」

　気持ちのよいところを指と舌で素早く、絶え間なく擦られる。

　なにもかもが昂ぶって、底抜けの快楽へ堕ちていく。

　わたしは「あぁああっ──……！」と絶叫し、顎と背を仰け反らせた。

　ドクッ、ドクッ、ドクッと、心臓の音が脳天に響く。

　自分が息を吸っているのか吐いているのか、少しのあいだわからなくなった。

　両手にも両足にも力が入らず、彼に愛でられた体勢のまま動けない。

　そんなわたしの顔や体を、航哉くんはなんの遠慮もなく見まわしていた。

　しだいに快楽の余韻が薄れてきて、彼の視線が気になりはじめる。わたしは開いたままだった脚を閉じ、自身を隠すように横向きに寝転がった。

「なに、いまさら恥ずかしがってる？」

「う……うん」

　本当に「いまさら」だ。

　俯いて背を丸めるわたしを、航哉くんは後ろから抱きすくめる。

「詩音は柔らかくて……抱き心地がいいな」

　いまだに火照ったままの耳に、熱い吐息を吹き込まれた。

　背中側からまわり込んできた両手が胸を掴み、ぐにゃぐにゃと揉みしだく。

「ん、ぅ……う……？」

　なにか硬いものがお尻に当たっている。

　胸を揉まれる心地よさに溺れながらもわたしは左手を後ろへ持っていって手探りした。

「──んっ」

　彼の両手がぴたっと止まり、動かなくなる。

　そうして、いま手のひらに当たっているものが航哉くんの一物だと気がついた。

　男性が興奮すると、その箇所が硬く大きくなるのだと──知識はあったけれど航哉くんとは結びついていなかった。

　あたりまえだけれど、航哉くんだって生身の男性だ。

　わたしは顔を火照らせたまま彼を振り返って尋ねる。

「もしかしてずっと、我慢してた……？」

　彼はなにも答えずに、手で自分の口を押さえて視線を外した。

　航哉くんが照れてるのって、なんだか新鮮。

　ほほえましくなってしまう。

　にこにこしているわたしを、航哉くんは恨めしそうに見おろした。

「我慢、してた。詩音に嫌われたくなくて」

　じわ……と、胸のあたりが熱くなる。

「我慢、させたくない」

　ついそんなふうに言ってしまったけれど、すぐに恥ずかしくなった。

　でも、ほんとのことだから。

　勢いで嘘をついたわけではないものの、なにか言いわけを並べなくては気持ちが収まらない。

「あの、でも……わたし、初めてだから……ええと」

　言いよどんでいると、肩と腰を掴まれて再度ベッドに転がされた。仰向けに寝転んだところへ彼が跨がり、馬乗りになる。

「……詩音」

　強く求めてくるような視線だった。

　航哉くんは、目で語ってくる。だからわたしも、目線でもって応える。

　澄んだ瞳から目を逸らさずに、力強く頷いた。

　すると航哉くんは、着ていたグレーのシャツを脱いだ。それはもう大胆な脱ぎっぷりだった。

　急に彼の素肌が露わになったものだから、頬がかあっと熱くなる。均整の取れた裸体は美しく、いつまでも見ていたくなる。

「……そんなに気になる？」

　はっとして彼の顔を仰ぎ見る。そのあいだに航哉くんはＧパンと下着も引き下ろして、裸になった。

　航哉くんはヘッドボードの小さな引き出しからなにかを取りだす。

　彼の手を目で追う。航哉くんが白い袋の封を開ける。そうしてやっと、それがコンドームだとわかった。

「……っ！」

　まじまじと見ているのはどうかと思い至って横を向く。

「そのまま見ててもよかったのに」

　下のほうでゴソゴソと手を動かしながら航哉くんが言った。

「や、だって……そんな……。て、いうか……準備が、いいね？」

「いや？　これを使う日がくるとは思ってなかった」

　準備を終えたらしい航哉くんがベッドに両腕をついて、顔を寄せてくる。

「たとえおまえが想いを返してくれなくても、ずっと一緒にいたいとは思っていたが」

　とびきり甘い囁き声を聞いて、心の中でなにかが燃え上がる。

　……ううん。体も、同じだ。

　心も体もふたたび熱くなり、彼を求めるようにきゅんと疼く。

「あの……ありがとう、航哉くん。わたしのこと……その、大切に……思ってくれてたんだね」

「やっとわかったか」

　ちゅっと、掠めるだけのキスをされた。

「詩音よりも大切なものなんてない」

　航哉くんは優しい笑みを浮かべたまま起き上がり、わたしの両膝に手を添えた。そのままやんわりと押し上げられる。

　彼の膨らみきった切っ先が、蜜を零す膣口にぴたりとくっつく。

「けど……その大切な詩音に、傷をつけるようで──」

　ためらっているようだった。航哉くんの眉間には皺が寄っている。

　わたしはこっそり深呼吸をする。

「わたしも、航哉くんのことがすごく大切だから……。だから、きて。わたしは、傷つくわけじゃ……ないよ。航哉くんと、ひとつに……なるの」

　ドキドキしながら気持ちを告げた。

　怖さがゼロなわけではない。ただ、彼と繋がりあいたい気持ちのほうが強かった。

　大切だからこそ、もっと踏み込んだ関係になりたい。

　彼のすべてを知りたいという欲求も、きっとある。

　まっすぐに視線を返すわたしを見て、航哉くんはくすっと笑った。

「妙なところで肝が据わってるよな、詩音は」

　蜜の溢れ口にあてがわれていた一物が、先へ進もうとしてくる。

「でも、無理だと思ったらすぐに言え」

「……うん」

　はっきりと返事をしたかったのに結局、声が震えてしまった。

　航哉くんは薄く唇を開け、わたしの顔をじいっと見つめる。

「ふ……っ」

　彼が、入ってくる。

　自分にはないものを、突き入れられる。

　自分にはないものだから、欲しくなるのかもしれない。

　でもそれは──航哉くん、だから。

　彼以外のものは、受け入れられない。彼だからこそ、繋がりを持ちたいのだ。

「……う……っ」

　もうどれくらい、彼のそれを体内に収めたのだろう。

　まだほんの先端なのか、あるいは根元近くまで入っているのか、痛覚のせいでわからなかった。

　涙を溜めているわたしの目元を、航哉くんは指で気遣わしげに辿る。

「やめよう、か。辛いんだろ」

　わたしはすぐにふるふると首を振った。

「だい、じょう……ぶ。わたし……航哉くんと、離れたくない」

　大好きな幼なじみの腕に手を添える。指先が震えているのには、気づかないでほしい。

　蜜を湛えた内側で、彼が膨らんだ気がした。

「……っ、詩音。ああ、もう──」

　航哉くんは余裕のない顔で深く息をついた。

「辛そう。航哉くんのほうが」

　目を伏せていた彼だったけれど、困ったように苦笑した。

「全然──と、言いたいところだが。たしかに……余裕は、ないな」

　眉根を寄せたまま、艶めいた顔で航哉くんは言葉を継ぐ。

「詩音の中……悦すぎる。動いてないのに、気持ちいい。熱くて……狭いから」

　内側に沈んでいる彼のものが身じろぎした。

「ん、ん……」

　痛みと快感が混在している。

「一緒に……ゆっくり、息をしよう」

　わたしは頷いて、彼と呼吸を合わせる。

　しだいに痛みが薄れてきて、彼のものがもっと深くへ嵌まり込んでいくのがわかった。

「ぜんぶ……入った」

　どこか感慨深げに、達成感のようなものを滲ませて航哉くんが言った。

　けどわたしも、やり遂げた感じがする。

　胸と、それから繋がっている部分がじいんと熱くなる。

　彼はしばらく動かずにいた。唐突に口を開く。

「まだ、痛む？」

「……ううん。もう、痛くない」

　航哉くんはあからさまにほっとしたようすで口元を緩めた。

　緩慢な手つきで胸を揉まれ、その先端を小さく揺さぶられる。

「ちょっとは悦くなってきた……か？」

　こくりと頷く。

　ちょっとじゃ、ないかも。

　そう思ったものの、口には出せない。

「じゃあ……少しずつ、動く。辛いときは、はっきり言うこと。いいな？」

「う、ん……」

　体の中に埋められた楔が前後に動きはじめる。

「ぁ……んっ、あぁ……っ」

　蜜壺は充分すぎるほど愛液を量産していたらしい。彼が動くたびにぐちゅっ、ぐちゅっと水音がした。

　どうしよう、わたし……初めてなのに、こんなすぐ気持ちよくなっちゃうなんて。

　きっと乳首を擽られているせいだ。内側を擦る動きにしても、彼が巧みすぎるのだ。

「んっ……？」

　急に彼が声を上げた。

「ど、どうしたの？」

「詩音、すごく締めつけてくるな、と……思って」

　航哉くんは楔を奥処へ押し当て、その感覚に集中するように長い睫毛を伏せた。

「ぐいぐい、きてる。離したくないって……言ってるみたいだ」

「そっ──」

　否定の言葉は呑み込む。いくら口で否定したところで、体のほうが正直だから、訂正なんてできない。

　唇を噛むわたしを見て航哉くんは笑う。

「……真っ赤」

「航哉くんが……！　そんな、こと……言うから……ぁ、あっ……」

　わたしが責めても、航哉くんは幸せそうにほほえむばかりだった。

　その笑みにまた心を鷲掴みにされる。

　少し前まで、航哉くんとこんなことするのなんて想像もしてなかったのに。

　こうして繋がりを持っていることが、必然のように思えてくる。

「好きっ……航哉、くん……わたしね──ぅ、んっ……！」

　唇を深く食まれるキスを受けて、それ以上は想いを口にできなかった。

「ふっ……う、う……んん」

　鼻から息が抜けて、律動と一緒にすべてが激しさを伴っていく。

　これまで以上に、心も体も高まっていくのがわかる。

　心身を彼に揺さぶられながら、わたしは快感と幸福感に浸った。







第四章 お風呂プレイ








　航哉くんと想いが通じ合って六日目。ふたたび休日がやってきた。

　この一週間は、仕事中に浮かれないようにするので必死だった。

　いままで以上に航哉くんが輝いて見えるのだ。気を緩めればオフィスでだって「好き」だと言ってしまいそうになる。

　だから平日はずっと気を張っていた。

　そのせいなのか──もともと朝が弱いということもあるけれど──休日になったとたんに気が緩んで、つい朝寝坊してしまった。

　それでも、生活リズムを崩さないよう平日の出社時間から大きく遅れて起きることのないようにと気をつけている。

「ふあぁ……」

　七時半に目覚めたわたしは眠い目を擦りながらリビングへの扉を開けた。

　とたんにトーストとコーヒーの美味しそうな匂いが漂ってきた。

「おはよう。掃除と洗濯も、もう済んでるから」

　スタイリッシュな黒いエプロンを着た航哉くんがキッチンに立っている。窓から朝陽が差し込んでいるせいか、とんでもなくきらきらしている。

「あ──ありがとう。でも航哉くん、ものすごく早起きしたんじゃない？」

「詩音よりは早かったな」

　航哉くんはエプロンを脱ぐと、扉のそばで棒立ちになっているわたしの肩を抱いてソファに腰かけた。

　わたしはちらりと彼を見上げる。

「休日も……わたし、ちゃんとしたいのに」

「いい、休んでろ。休みの日くらい」

「航哉くんだって休みでしょ」

「俺はおまえと一緒にいれば秒で癒やされるから」

　腰を抱かれ、それまでよりももっと彼との距離が近くなる。

「こうやって抱きしめてれば、なおさら」

　まだ朝だというのに、どこか淫靡な雰囲気が漂う。

「ねえ、航哉くん──」

　航哉くんはわたしが話をしている途中でもかまわずキスしてくる。

「んっ、ぅ……う」

　キスをするのが嫌ではないから、困る。なにを言いたかったのか忘れてしまいそうなほど甘美なキスをされて、体だけでなく頭も蕩けそうになる。

　わたしは彼の胸を軽く押しながら唇を離す。

「もう……！　航哉くん、どうしてわたしが話してるのにキスしてくるの!?」

「かわいすぎて待てないから」

　さらりと答え、航哉くんはなおも唇を奪おうとする。

「小さな口で一所懸命、話してるのが……たまらなく愛しい」

「そっ──」

　またもやキスで塞がれた。

　熱情を孕んだ柔らかな唇は、危険だ。すべてがどうでもよくなってしまいそうで、少し怖い。

　何度も深く食まれて思考が溶けそうになる。

　銀糸を引いて唇が離れるころには、すっかり情欲に絆されていた。

「……で、なにを言いかけた？」

　話を聞く気はあると言わんばかりに続きを促されるものの、ぐにゃぐにゃと乳房を揉まれるせいですぐには言葉が出てこない。

「ん……うぅっ……今日のお昼ご飯、なにが食べたいかなって……」

　「詩音」と、即答される。どういう意味なのかすぐにわかって、恥ずかしくなる。

「や、そうじゃなくて、メニューを──って、聞いてるの航哉くん!?」

「……聞いてない」

　肩に顔を埋められ、首筋を吸われる。胸のマッサージも続いている。これでは昼食どころか、すぐにでも食べられてしまいそうな勢いだ。

　わたしは快感を覚えながらも、ダイニングのほうを見やる。

「というか航哉くんって、普通に料理上手だよね」

　ダイニングテーブルにはトースト以外にもサラダとスープがきちんと並んでいる。先ほどからその匂いに食欲をそそられていた。

「わたしが食事の世話をしにこなくても、ひとりで充分やっていけたんじゃ──」

　続きは言えない。例のごとく、魅惑的な唇で蓋をされてしまった。

「ふっ……ん、ぅ……うう」

　わたしが呻くと、航哉くんはすぐに唇を解放してくれた。

「都合が悪くなるとそうやって黙らせるの、やめて」

「おぉ。俺のことよくわかってるな。さすが詩音だ」

　まるで手遊びをするように、航哉くんはカットソーの上からわたしの膨らみを揺さぶる。

「食事の世話なんて建前だって、はっきり言われるのがお望みか？」

　わたしは視線をさまよわせて逡巡する。

「んん……うん」

「かわいいやつ」

　服の上からするのでは足りなくなったのか、カットソーの内側に手を入れられ、なかば強引にブラジャーを捲り上げられた。

　大きな手のひらで直接、上下左右に乳房を動かされる。

「揉みすぎ、だよ……。昨日の夜だって、たくさん……っ」

「ああ……俺もそう思う」

　自覚はあったらしい。

「けど、どれだけ触っても足りないんだよな……。不思議だ」

　膨らみを揉む手の数が増えた。

　航哉くんはもう片方の手もカットソーの内側へ忍ばせ、両手で乳房を弄ぶ。

「むしろもっと触りたくなる」

「ひぁっ……！」

　指のあいだに乳首を挟まれたことで高い声が出る。

　胸の先端を右へ左へ揺さぶられるせいで、まだ一日が始まったばかりだというのに足の付け根が潤いはじめる。

　快楽に流されそうになるのを、ぶんぶんと大きく首を振ることでこらえた。

「トースト……冷めちゃう。せっかく航哉くんが作ってくれたのに」

「詩音の分だけまた作る」

「わ、わたしだって作る。じゃなきゃ、航哉くんに負けっぱなしになっちゃう」

　張り合うことではないとわかっているけれど、せめて料理だけは負けたくない。もはや矜持だ。

　航哉くんは頬を染め、困ったようにため息をついた。

「負けず嫌い。かわいい」

　もう何度目かわからないキスを受けた。勢い余ってソファに押し倒される。

「朝食も昼食も……いや、もう全部おまえを食べる」

　舌なめずりする彼を見て脇腹のあたりがぞくっと震える。

　航哉くんなら、本気でやりかねない。

「だ、だめっ……。夜、だけ……ね？」

「んん」

　恋人が不満そうに唸る。そういう顔も色気がダダ漏れだ──なんて考えていると、乳首をふたつとも指でこりこりと押され、首筋に軽く歯を突き立てられた。

「あ、う……っ。食べちゃ……や、ぁ……」

「詩音は欲をそそることしか言わない」

　航哉くんはカットソーの裾を首まで捲り、飢えた獣のように大きく口を開けた。胸にかぶりついたかと思えば乳輪ごとはむはむと、咀嚼するように唇を動かしている。

「や、あぅ……んんぅ」

　唇を使って大胆に、それでいて柔らかく胸の頂を食まれる。

　朝からこんな調子ではだめだ、ふしだらだ──と思うのに、快感を刻み込まれてしまって逃げだせない。

　航哉くんがおもむろに顔を上げた。

「病みつきになる美味さだ。……詩音、もう少しだけ」

　そんなふうにお願いされて、拒絶できる人はきっといない。

　それから航哉くんの食事は、わたしのお腹が「ぐぅ」と鳴るまで続いた。




　月曜日の朝。オフィスへ向かう途中で香織さんの姿を見つけたわたしは、声をかけるか少し迷った。

　……このあいだのお礼を言ったほうがいいよね。

　わたしは深呼吸をしてから小走りして、香織さんに近づいた。

「香織さん、おはようございます！　このあいだは美味しいご飯を、ありがとうございました」

「うん？　おはよう。いいのよ、お安いご用。どうも社長のお口には合わなかったみたいだけれどね」と、香織さんが残念そうにため息をつくので、どう言えばよいのかわからなくなった。

　香織さんは純粋に、料理を振る舞いたかっただけ……なのかな。

　あるいは航哉くんと仲良くなることが目的なのか──。

　けれど、さすがにそこまで突っ込んでは尋ねられない。ずるい考え方だとは思うけれど、真意を確かめるべきではない。

　香織さんの目的が航哉くんだとしたら、応援できないからだ。

　彼女が航哉くんに近づきたいとして、その理由が恋愛感情だとは限らない。

　友達になりたいだけ、なのかも。

　それでも、香織さんと航哉くんに仲良くなってほしくないと思うのは──情けない独占欲だ。

　わたしは香織さんと並んで歩いていた。香織さんの歩調はいつになく緩やかだ。ふだん彼女はもっときびきび歩く。

「ところで詩音。またあなたの家にお邪魔させてもらいたいのだけど。ちょっと話がしたくて」

　香織さんが歩みを止めないので、わたしもまた歩きながら話す。

「えっ、ええと……お話、ですか。それは……家じゃなくて、別の場所ではいけませんか？」

「あのマンションがいいわ。だってすごく素敵な眺めだったんだもの。海がキレイで」

　返す言葉に詰まる。立ち止まりそうになったものの、なんとかして足を動かした。

　……そうだ。香織さんからそういう話があっても、返事しなくていいって航哉くんに言われたんだった。

「ええと、あの部屋は社長が所有しているものなので。社長に直接、尋ねていただいてもよろしいですか？」

　本来なら「わたしから社長に訊いておきます」と答えるべきなのかもしれない。けれど航哉くんは「俺が直接、話す」と言っていた。

　香織さんはこちらを見るなり一瞬だけ、不服そうに眉根を寄せたものの、すぐに笑顔になって「わかったわ」と答えた。

　心なしか香織さんの歩くスピードが上がった。わたしは、彼女においていかれないよう早歩きする。

　香織さんにはもう、隠し事しないほうがいい。

　自分のためだと言われればそれまでだけれど、とにかくきちんと伝えよう。

　わたしは意を決して香織さんに言う。

「それで──じつは、ですね。わたし、社長と……お付き合いさせてもらっています。お伝えしておらず、申し訳ございません」

　香織さんは足を止めて、じっとわたしを見た。別段、驚いているという顔ではなかった。

「やだ、なあに。そんなにあらたまって……。でも、そう……。やっぱりそうなんだ」

　ふたたび歩きだした香織さんのあとを、わたしは早足で追う。

「社長のこと、ずっと好きだったの？」

　前を向いたまま香織さんが訊いてきた。

　自覚したのはつい最近だけど……。

　具体的にいつからそうだったのかはわからないけれど、ずっと好きだったということは間違いない。

　わたしは「はい」とだけ返事をした。

「よかったわね、お祝いしなくちゃ。ねえ、週末にでも飲みにいきましょうよ。尾苗くんも誘って、ね？　店は私が予約しておくから」

「は、はい──ありがとうございます、香織さん」

　よかった、嫌な顔されなくて──。

　わたしは一安心して、小さく息をついた。




　数日後の夜。香織さんから飲み会の日時と場所について連絡があった。

　リビングのソファでスマートフォンの画面をタップしていたわたしのもとに、入浴を終えた航哉くんがやってくる。

「あ、航哉くん。今週末なんだけど、わたしと香織さん、尾苗くんの三人でちょっと飲みに行ってくるね」

「ああ……いつもの飲み会か」

　新入社員のころから、その三人でよく飲みに行っていたことは航哉くんも知っている。

　航哉くんがすぐそばに座る。石鹸のよい香りが漂ってきて、ドキリとする。

　航哉くんってほんと、色気の無駄遣いが多い。

　心の中で文句を言いながら、わたしは「コホン」と咳払いした。

「それで……航哉くん。香織さんからなにか連絡あった？」

「いや、なにも」

　そうなると、香織さんがこの部屋にくることはなさそうだ。

　そういえば香織さん、わたしに話があるって言ってたけど……。

　週末の飲み会で、話すつもりなのだろうか。

　気分がもやもやして晴れないのは、香織さんの「話」というのがなんなのか、わからないからだ。

　いっそ香織さんに電話してみようかと考えていると、航哉くんに顔を覗き込まれた。石鹸の匂いがいっそう強くなる。

「それより店の場所は？　送迎する」

「えっ──」

　彼の髪はまだ濡れている。これは、艶めかしさの押し売りだ。

　一緒に住んでみてわかったことだけれど、航哉くんはお風呂から上がってすぐにはドライヤーを使わない。しばらく自然乾燥させるのだそうだ。

　……とかなんとか言ってたけど、すぐ乾かすのが面倒なだけだろうな。

　そういうものぐさな一面もかわいいと思ってしまう。

「詩音？」

　質問に答えないわたしに痺れを切らしたらしい航哉くんが急かしてくる。

「あ……ううん。仕事が終わったら直ちょくで行くから平気。駅から近いし、帰りも大丈夫だから。わたし、もう社会人三年目だよ？　いつまでも航哉くんに甘えられないよ」

　ところが航哉くんは首を縦に振らない。

「……いや。帰りは絶対、迎えにいく。諏訪戸は、俺たちが同居してるのを知ってるから、問題ないはずだ。ついでにふたりのことも送る」

「社長に送ってもらうなんて、気後れしちゃうってば」

「まだ就任して半年の社長だ、遠慮は要らない。ほら、どこの店だ」

　そう言うなり航哉くんはわたしのスマートフォンを指さした。

　わたしは渋々、香織さんから連絡があった居酒屋の住所を航哉くんのスマートフォンに送った。

　航哉くんは、腕組みをしたままなにか考え込んでいる。

「……やっぱり心配だ。週末は俺も同席する」

「だっ、だめだよ。社長が同席したら、飲み会じゃなくて接待になっちゃうし……」

　そんなこと言って……わたし、卑怯だ。

　そして内心、とても焦っていた。

　航哉くんにきてほしくない本当の理由は、彼と香織さんを会わせたくないから。

　我ながら呆れるほど独占欲が強い。

　けれど航哉くんはまったく納得していないようだった。小難しい顔でわたしを見つめてくる。

「そんなに心配しなくても、大丈夫だってば」

　精いっぱい明るい口調で言った。

「どっからくるんだ、その自信」

　顎を掴まれ、くいっと上を向かされる。

　わたしの顔を見るなり、航哉くんはますます不機嫌そうに眉間の皺を深くした。

「ほら、そんな顔して……誘ってくる」

「誘って……ない、よ」

「無自覚なのがいちばん困る」

「そんなこと──……っ」

　しっとりとした唇が覆い被さってきたせいで、それ以上の反論はできない。

　彼の唇がいつもよりもっと熱いのは、お風呂から上がって間もないからだろう。

　それが心地よくて、足の付け根が疼きはじめる。

　唇が離れたあとも、わたしはついうっとりと彼の顔を眺めてしまっていた。

　航哉くんの両手が背を撫で上げたことで我に返る。

「おっ、お風呂……入ってくる！」

　危ない、流されちゃうとこだった。

　このあとベッドでたくさん愛し合うことになる。そうなればお風呂に入り損ねてしまう。

「じゃあ俺も」

「航哉くんはいま入ったばっかりでしょ」

「もう一度一緒に入る」

「ご遠慮いたします」

　わたしは彼の腕から抜けだしてソファから立った。

「なんで？」

　航哉くんが不満そうに見上げてくる。わたしは自分に言い聞かせるように「そんなのだめ」と呟いた。

「一緒にお風呂だなんて……恥ずかしい、から」

「詩音の全部──もう知ってるけど」

　かあっと、頬が熱を持つ。

「こっ、航哉くんはどうしてそう……恥ずかしげもなく……っ」

　さらっとそういうこと言うの!?

　すべてを知り尽くされているとわかって、うまく言葉が出てこない。

「とっ、とにかく……わたしは恥ずかしいの！」

　しどろもどろになりながらも、わたしは逃げるようにバスルームへ駆けた。




　週末。わたしと香織さん、尾苗くんの三人で、オフィスから居酒屋へ直行した。

　駅のある大通りから三本ほど奥まったところにある居酒屋の、こぢんまりとした個室だった。

　皆で掘りごたつに座る。個室の入り口側にわたしと尾苗くん、机を挟んで向かいに香織さんがいる。飲みにきたときはたいてい、この座り順だ。

「それじゃ、今週もお疲れ様！　かんぱ～い」

　香織さんの声に合わせて、わたしと尾苗くんも生ビールを片手に「乾杯」と口を揃える。

　それからすぐ刺身に焼き鳥、山芋ステーキ、ポテトやチーズスティックなどおつまみが運ばれてきた。

「専属秘書の仕事はどうなの、詩音。なにか困ったこととか、ない？」

「はい、おかげさまで順調です」

「そう、よかった。そうそう、聞いてよ。人事課でね──」

　香織さんは尾苗くんにも話を振りながら、人事課で起きた揉め事や事件を話してくれる。

　彼女の話はいつも勉強になる。わたしは熱心に耳を傾けていた。

「ちょっと、僕の話も聞いてくださいよ～」

　尾苗くんはというと、たいていが愚痴だ。わたしは尾苗くんの話を、いつも「そうだね」と相槌を打ち、大変なのだろうなと思いながら聞いている。

　その後も香織さんと尾苗くんは口々に仕事の話をしていた。わたしは聞き役に徹する。

　だけど今日って、わたしと航哉くんをお祝いするっていう名目の飲み会だったよね。

　しかし香織さんはいっこうにその話をしない。

　香織さん、もしかして忘れてる？

　とはいえ、自分から「社長と付き合ってます！」と、この場で声を大にして言うのもどうかと思う。「そんなのわかってるわよ、何度も言わないで」と香織さんに怒られそうだ。

　ま、いっか。尾苗くんには香織さんから話してくれてるんだろうし。

　料理もお酒も美味しい。もうそれだけで充分だ。

　ちらりと腕時計を見れば、そろそろ帰る時間だった。わたしの門限は実家にいるときと変わらず十時である。

　わたしは気になっていたことを尋ねる。

「あの、香織さん。わたしに話があるって──」

「ごめん、私ちょっとお手洗い」

　香織さんはハンドバッグを持って席を立ち、個室を出ていってしまった。

　……もしかしていま、避けられた？

　これは、香織さんとしっかり話をする必要がある。

　考え込むわたしの傍らで、尾苗くんはどこかそわそわとしたようすで個室の扉をちらりちらりと見遣っていた。

　香織さんが出ていって十分ほどが経った。

　うーん……お手洗いが混んでるとしても、長すぎるよね。

　いまさら化粧を直しているとも思えない。

「わたし、香織さんのようすを見てくる」

　席を立とうとすると、床についていた手を尾苗くんに握り込まれた。

　わたしはぎょっとして目を剥く。これまで何度も一緒に飲みはしているけれど、こんなふうに手を握られたことはない。いや、手を押さえられているというほうが正しい。

「大丈夫だよ、風原さん」

「な、なんで？　香織さん、具合が悪くなったのかもしれないし」

「違う、こういう段取りだったんだ」

「段取り、って──」

　急に悪寒が走る。尾苗くんは「はあ、はあ」と、いつになく荒く息をしている。彼はなにかよからぬことを考えているのではないかと、つい疑ってしまう。

　このままここで尾苗くんとふたりきりなのは、まずい。

「やっぱりわたし、お手洗いに行ってくる」

　尾苗くんの手を振り払って距離を取ろうとするものの、今度は両手を掴まれた。

「もしかして恥ずかしがってる？　僕も、少し恥ずかしいけど……勇気を出して言うよ。じつは風原さんのこと、ずっと好きだったんだ」

「……っ!?」

　突然の告白に、どう答えればよいのかわからない。

　驚いて絶句するわたしを、尾苗くんは床へ押し倒す。

「尾苗くん、酔ってるね？　退いて……放して」

　ところが尾苗くんは聞く耳を持たない。

「香織さんが言ってた。風原さんも僕のことが好きなんだって。僕、嬉しい」

「そんなこと、わたし言ってない。わたしが好きなのは──」

「うん、恥ずかしいんだね。わかるよ、風原さん」

　尾苗くんの顔が間近に迫る。とたんに、喉になにかが支つかえたようになった。

　どれだけ両手に力を入れても、びくともしない。

　恐ろしくなるのと同時に、いまだかつてないほどの嫌悪感に見舞われ、体が動かなくなる。全身を氷漬けにされた錯覚に陥る。

　嫌だって、叫びたいのに。

　体だけでなく喉まで凍りついたように、声が出づらくなる。

　どうしてこう、肝心なときに声が出せないのだろう。一刻も早くきっぱりと否定したいのに、口から出てくるのは「違う、違う」という小さな声だけだった。

「なんにも違わないよね？　風原さんは、僕のことが好きでしょ？　僕の話を、いつも楽しそうに聞いてくれる──」

「……っ。い、やっ……！」

　嫌だ。それ以上、近づかないで。

　そんな単純な言葉を、どうしてはっきりと出せないの。

　目の前が涙でぼやける。焦点が合わない。体が震えはじめる。

　現実を受け入れられずに、ぎゅっと目を瞑った。

「──失礼」

　その声を耳にした瞬間、冷たくなっていた体が熱を取り戻した。

　きてくれた。大好きな、大好きな人が。

「えっ……社長？」

　尾苗くんは顔を上げるなり目を見開いた。

「俺の恋人になにをしている？」

　低い声で言いながら、航哉くんは尾苗くんの腕を掴み、なかば強引にわたしから遠ざけた。

　尾苗くんは航哉くんにされるがまま起き上がり、壁に背をくっつけて座り込んでいる。

「こっ──恋人って……そんな、香織さんの話と違う！」

「諏訪戸はどこだ」

　わたしからは、航哉くんの背中しか見えない。けれど彼の声はあからさまに怒気を孕んでいた。

「ここには……いません」

　尾苗くんは、ばつが悪そうに視線をさまよわせている。

「香織さんが、風原さんは僕のことが好きだって言っていたから……ぼ、僕……っ」

　青い顔でこちらを見てくる尾苗くんに、わたしはぶんぶんと首を振ることで否定を示した。

　航哉くんはくるりと身を翻し、わたしの体を優しく抱き起こして尾苗くんを一瞥した。

「諏訪戸も含め、後日あらためて事実確認させてもらう」

　ぞっとするくらい低い声でそう言うと、航哉くんはテーブルの上にあった伝票を手に取り、会計を済ませて店を出た。

　コインパーキングに停められていた彼の車に乗るまでずっと、わたしはきつく手を握られていた。

「航哉くん……ごめんなさい。ありがとう」

　謝ったあとで、助手席から彼のようすを窺う。航哉くんはハンドルを握り、前を向いたまま話す。

「このあいだ家にきた諏訪戸の態度が少し気になっていた。なにか企んでるじゃないかって──。迎えの時間には少し早かったがきてみれば、これだ。嫌な予感が当たった」

　彼の横顔には少しの笑みもない。怒りを、必死に抑えているような表情だった。

　マンションの部屋に着いてからも、航哉くんはむすっとしたままだった。

　情けない。危機管理能力の欠片もない。

　とぼとぼと廊下を歩いていると、航哉くんの腕に閉じ込められた。

　ぎゅっと抱きしめられ、温かさが身に染みる。

「まったく……なにが『大丈夫』だ。おまえはほんと、危なっかしい」

「ごめ……ごめん、なさい。ほんとに……わ、わたし」

　航哉くんがきてくれなかったら、いまごろどうなっていたことだろう。思いだすと恐ろしくなった。体が震えてしまう。航哉くんが、あやすように背中を摩ってくれる。

「尾苗には、なにもされてないか？」

「うん……。なにも、されてない」

「……手遅れにならなくて、よかった。詩音はもっと自覚したほうがいい」

　背中にあてがわれている彼の両手に力がこもるのがわかった。いつのまにか震えは止まっていた。

　わたしは唇を噛み、広い胸板に顔を押しつける。

「罰として風呂、入るぞ。一緒に」

「……えっ？」

　驚いて上を見れば、すっかりいつもの彼だった。口角を上げて、楽しそうな顔をしている。

「罰って、そんな」

「かわいいのを無自覚な、罰だ」

「それってちょっとこじつけじゃない!?」

　抗議しても、航哉くんはまるで聞いていないようすでわたしをバスルームへ引っ張っていく。

「疲れただろ？　怖い思いをしたのなんて吹き飛ぶくらい、隅々まで丹念に……俺が洗ってやる」

「隅々まで、丹念に──」

　彼に体を洗われているところを想像して、瞬時に頬が熱くなる。

「ん、まんざらでもなさそうな顔」

　にやにやしながらこちらを見おろしてくる航哉くんに、わたしはなにも言えない。

　航哉くんに体を洗ってもらったら気持ちいいだろうけど……！

　こんなことを考えているのだと、知られたくない。いや、きっともうバレている。

　すぐ顔に出てしまうのは、どうすれば治るだろう。

　バスルームに着いてからも、わたしは少しでも顔を隠したくて俯いていた。

　そこへ彼の両手が伸びてきた。ブラウスのボタンを外される。

「あ、あの……電気、消していい？」

「絶対だめ。詩音の望みは叶えない。じゃなきゃ罰にならないだろ」

　それもそうだと納得してしまった。

　航哉くんは慣れた手つきでわたしの服をすべて脱がせて裸にする。

　視線を感じて胸元を隠す。わたしがもじもじしているあいだに航哉くんもまた服を脱いだ。

　ドキドキする。お酒……飲みすぎたのかも。

　顔を上げられない。航哉くんの先導で浴室内へ行き、促されるまま風呂イスに座る。

「おまえのこと、一度洗い上げてみたかった」

　嬉しそうな声が後ろから聞こえた。航哉くんはシャワーヘッドを手に取り、わたしの髪をお湯で濡らす。

　あれ……？　なんか、普通に洗ってくれてる。

　居酒屋での怖い思いが、すっかり流されていくようだった。

　わたしは安心しながら目を閉じて、心地よさを満喫する。

「美容室にいるみたい。航哉くん、洗うの上手だね」

「それはどうも」

　航哉くんはわたしの髪を洗い終わると、手にボディソープを泡立てた。

　柔らかな泡を肩や背中に塗りつけられる。優しく手洗いされている。

「ふ……っ！」

　ところが脇腹を撫で上げられたことで、寛いでいられなくなる。急に彼の手を意識してしまう。わたしは両腕で胸を押さえた。

「そんなにきつく押さえてたんじゃ、洗えない」

　泡まみれの大きな両手が、脇のほうから胸元へ入ろうとしてくる。

「あ、ぁ……でも……」

　くすぐったくて、胸を押さえる腕がよけいに力りきむ。

「力……抜いて」

　甘く掠れた声で宥められて、触れられている脇腹がぞくぞくっと戦慄く。

　意図せず力が抜けた。すかさず彼の両手が腕と胸のあいだに侵入してきて、ふたつの膨らみを掴む。

「ひぁ……う」

　心地よさの種類が変わって、官能を帯びる。下腹部に響く気持ちよさが湧いてくる。

　快感に浸るわたしを、航哉くんは鏡越しに見つめて両手を動かす。

「ふ、うっ……ん、くぅ」

　乳房を下から上へ、ぬるぬると押し上げられる。洗われているのには違いない。けれど、控えめに言ってもいやらしい手つきだ。

「こういう触り方すると、なんていうか……弾力がすごいな」

　感心しているような囁き声だった。

　喜んでいいのだろうか。なんにしても恥ずかしくて、なにも答えられなかった。

　航哉くんは小さく笑って、滑らかな乳房を下からぐいっと持ち上げる。

「はぁ、っ……ん」

　胸の先端が鋭く尖っているのを見せつけられているようだった。

「詩音の乳首は、見てて飽きない。いろんな形になる」

「ん、んっ……いろんな、形？」

「触ってなくて興奮してるときは、ほら……こんな形」

　それぞれの乳輪を二本の指で挟まれ、胸の頂を強調させられる。

「これを指で突いたら、もっと尖る」

「……っ、ふ」

　航哉くんは薄桃色の乳輪をふにふにと押すばかりで、いっこうに先端を突いてくれない。

「やぁ、う……っ、航哉……くん？」

　呼びかけると、彼は「んん？」と唸った。

　航哉くん、とぼけてる？

　あるいは焦らされている。いや、絶対に後者だ。

　これは、罰だから。そう思うとますます、薄桃色の先端が切なくなる。

　じれったいからこそ、その箇所にばかり目がいく。いっそ自ら弄ってしまいたい。

「自分で触ってみる？　いいんじゃないか」

「ふ、うぅ」

　航哉くんは読心術の心得があるに違いない。先回りで言い当てられて、ぐうの音も出ない。

「詩音が自分で弄ってるところ……見たい」

　そんなふうに言われると、やりづらいのに。

　彼はそれも見越しているのだろう。

　わたしはやけになって、自分の乳首をつまむ。

「あぅ、く……う、ふぅっ」

　羞恥心に蓋をして、硬い尖りを指で捏ねた。

　自慰をするわたしを、航哉くんは愉しそうに見おろしている。目の前の鏡にはしっかり曇り止めが施されているので、彼の表情がよくわかる。

「自分で触るのってどんな気分？」

「き、気持ち……いい。わたし……じゃ、なくて、航哉くんに、されてる……みたい」

「ふうん。俺がするより、いいってこと？」

　彼の口調にはどことなく棘がある。

「ち、ちが……うぅ、わかんな……い」

「わからない、か。……俺も手伝おうか」

　頷けば、指に指を重ねられた。航哉くんはわたしの指を巻き込んで薄桃色の先端をぴんっ、ぴんっと嬲る。

「ひぁっ、あ、あぁっ……！」

　乳首を弾きながら、航哉くんが問いかけてくる。

「詩音がひとりでするほうがいい？」

「よく、ない……航哉くん、が……するほうが、いい……っ」

　わたしは息をつき、両脚を小さく震わせた。

「やけに素直だな」

「だ、だって……もう、わたし……」

　お酒のせいもあるのか、快感以外のことをまともに考えられない。

　ぬめりを帯びた指先で薄桃色の部分を擦られると、それだけで達してしまいそうになる。

　快楽の虜になっているわたしの乳首を、航哉くんは強くつまんで捻りまわす。

　摩擦はなく、痛みもない。ひたすら快感だけを享受する。

「あ、はぁ……っ、んふ、う……ぅ」

　ずっと触ってほしかった乳首を嬲られて嬉しいはずなのに、今度は足の付け根が疼きはじめる。

　手つかずの花芽が、もうずっと熱い。

　刺激が欲しくて、もっと敏感になってしまっている。

「航哉、くん」と呼びかけながら顔を上げる。

　最愛の恋人はわたしを見るなりぴたりと手を止めた。

「……もっと焦らそうと思ってたのに。そんな──エロい顔して」

　航哉くんは狂おしげにため息をついて、右手を下方へ滑らせる。

「ふ、ぁ、あっ……」

　大きな手のひらが脇腹をなぞって足の付け根へ辿りつく。

　わたしは腰を左右に揺さぶって「あぅ」と声を上げ、彼が触りやすいように脚を開く。

　快感欲しさに、大胆になっている。

「貪欲な詩音も、いい」

　彼は言葉だけでなく仕草でも褒め称えてくれる。花芽を指で押されたとたん、全身が弾むほどの快感が迸った。

「ひあぁ、んぅっ……！」

　滑りのよい指で、小さな粒を下から上へ撫でられる。

　指は小刻みに右へ左へ動いてわたしを悶えさせる。花芽を擦られるたび、乳房がたぷたぷと揺れた。

「溢れ方がすごいな？」

　なにがどう溢れているのか、説明されずともわかる。

　彼に触れられる前から、膣口から溢れた蜜で淫唇がぬめりを帯びていた。

「だって、指……気持ちいい、から、あぁっ……。好き……航哉、くん」

「好きなのは、俺の指だけ？」

　わたしは勢いよく首を横に振る。

「全部……好き、航哉く……んっ、ふうっ……うぅ」

「……ああ、もう」

　不満そうに言うなり航哉くんはわたしの乳房を掴み、その先端を二本の指でぎゅっ、ぎゅっと絞り込んだ。

　下半身の粒は、それまでよりもさらに激しく擦り立てられる。

　体も声も、感情までも震えてしまう。

「ふあ、あぁああっ……！」

　全身が深い悦びに包まれる。手や足の先、それから乳首が、つんっと張り詰めて痺れたようになる。

　声だけでなく吐息も、浴室にこだましている。

　湯船に浸かったあとのように暑い。全身が汗ばんでいる。熱という熱が、体から外へ溢れているようだった。

　お風呂の中──えっちな空気がいっぱいになってる。

　ぼんやりとそんなことを考えているあいだに、航哉くんはシャワーヘッドを手にしてお湯を出していた。

　太ももの内側に手を差し入れられ、片足を大きく開く恰好になる。

　そうして開かれた足の付け根に、航哉くんは勢いよくシャワーのお湯を浴びせる。

「ひぁ、あぁあっ！」

　ごく近い距離で花芽にお湯をあてられたわたしはふたたび全身を痙攣させた。

　温かなお湯が小さな粒を打つのが、反則的に気持ちよかった。

　はあはあと、いつまでも息が整わない。

　シャワーでもイッちゃうなんて──。

　この体は、いったいどうなってしまったのだろう。

　彼に触れられるようになってから、ひどく敏感になっている気がする。

　航哉くんは、力が入らないでいるわたしの体を抱き起こして支え、鏡の前に立たせた。

　後ろへ腰を引かれたので、鏡に手をつく。とっさにそうしたものの、彼に向かってお尻を突きだす体勢になって、恥ずかしい。

　もしかしてこのまま、するの？

　期待を顕わに、蜜まみれの内側がトクンと脈打つ。

「体勢──辛くないか？」

「う……ん……」

　航哉くんの声音は少し不機嫌な気がするけれど、それでも気遣ってくれるのが嬉しくて、ますます体が焦れる。

　彼の大きなものが、秘めやかな箇所に差し込まれる。体の中には、入ってこない。

　陰茎は膣口を目指すことなく、淫唇を擦るばかりだ。

　やだ──擦るだけ？

　しかしそうとは言えずに口を噤む。

　いくらお酒に酔っていても、さすがに「中に挿れて」と言えるほど大胆にはなれない。

　これはこれで気持ちいい。

　太く硬い剛直が、切ない箇所を擦り立てる快感にどっぷりと浸る。何度も何度も往復されて、ますます蜜が溢れるようだった。

「あ、ぁ……っ」

　ふと前を見る。鏡には、身悶えする自分自身が如実に映しだされていた。

　わたしが自分の痴態に気がつくと、擦る動きが激しさを増した。後ろから押されるようになり、乳首が鏡に当たる。

「ふ、あぁっ」

「鏡に擦れるの、気持ちいい？」

「う……うぅ、んっ……ふ、うっ……！」

　つるりとした鏡に勃起した乳首が当たるのは、とても気持ちがよいのだけれど、物足りなさもあった。

　わたしの顔──真っ赤。

　鏡に映るわたしの顔は、みっともないくらい赤らんでいる。

　それでも尋ねる。もう、訊かずにはいられない。

「航哉く……ん、ふっ……中……挿れない、の？」

　覚悟して尋ねたはずなのに、ぶわわわ──と羞恥心が襲ってくる。

「叶えないって──言った。詩音の望みは」

　乳房を掴まれ、先端をよりいっそう鏡に押しつけられる。

「ひぅっ、うぅ……っ！」

　これは罰だということを、快感が強いせいですぐに忘れてしまう。

「ご、ごめ……航哉くん、ぅ……ふぁ、あ……」

　航哉くんは深く眉根を寄せて、わたしの肩に突っ伏す。

「……謝るなよ。勝手に嫉妬して意地の悪いことしてるんだから」

「え──」

　わたしが振り返るよりも先に、シャワーのお湯が上から降ってきた。

　全身にくっついていた泡をきれいに洗い流される。航哉くんもまた頭からお湯を浴びているようだった。

　航哉くんはわたしを抱きかかえて浴室から出た。

　棚に置かれていたバスタオルを何枚かわたしの体に引っかけて、航哉くんはつかつかと廊下を歩く。

　彼の寝室に着くなりベッドに転がされ、その上からバスタオルを被せられた。

　航哉くんの濡れた髪の先から、ぽたりと雫が落ちる。それがあまりに官能的で、目がくらみそうだった。

　航哉くんはわたしの体を転がしながらひたすら体を拭いていく。うつ伏せになって、漏れなく背中もバスタオルで拭き上げられた。「んっ……」と、声が漏れる。

　ピリッと、ビニールの封を開ける音がした。

　顔だけを後ろへ向ければ、航哉くんが『繋がる』ための準備をしているのがわかった。

「わたしの望みは、叶えないんじゃ──」

「そうだ。だからおまえの中に入りたいのは、俺の願望」

　苦しげに眉根を寄せて、航哉くんは「はあ」と息をついた。彼の視線がじっとりと絡みつく。

　バスルームにいたときと同じように、後ろから腰を引かれる。いまはベッドの上だから、四つん這いの状態だ。

「さっきからもう、たまらない。詩音……っ」

　なにかに耐えるような声と一緒に、熱く硬い彼自身を蜜口に突き立てられる。

　圧倒的な質量の一物が、ぐぐっ──と、後ろから押し入ってくる。

「あ、ぁ……んっ」

　蜜壺の中は充分すぎるほど潤っていたから、痛みや摩擦はない。

　脚のあいだに挟んだときよりも、格段に大きい気がする。

　彼のそれが、バスルームにいたときよりも膨らんでいるのか。

　もしくは、狭いところに入り込んでくるからそう感じるのか。

　どちらにしても、硬く大きなそれで内側を侵される歓びに沸く。

　ずっと、欲しかったから。

　彼に貫かれたくて、たまらなかった。

　熱い楔はあっというまに最奥まで届く。向かい合って繋がるよりも挿入が深い。

「ふぁあ……あっ、はぁっ……」

　勃起している乳首ごと膨らみを鷲掴みにされ、ぐにゃぐにゃと揺さぶられる。

　航哉くんは行き止まりを突きながら激しく乳房を揉みしだく。

　すべての動きが情熱的で、息つく暇がない。

　快楽という快楽を根こそぎ引きだそうとするように、楔は執拗に隘路を往復する。

「詩音──おまえって、ほんと……どこも、触り心地がいい」

　切羽詰まったような声でそう言うなり、航哉くんはぐんっといっそう強くわたしの最奥を穿った。

「ひぁああっ……！」

　彼はきっと、体内に沈めた雄の部分でも「触り心地」を確かめている。

　中の形と感触を堪能するように、トントントンッとリズミカルに内側を小突かれる。

　それに呼応して「あ、ぁっ、あぁ」と嬌声が漏れ、どんどん快感が高まっていく。

　わたしの昂ぶりを気取ったのか、律動がスピードを増す。

「あっ、はぅっ……う、あぁっ、ん」

　抽送は激しいのに、乳首を擦る指はいやに緩慢だった。その落差がたまらない快感を生む。

　もっともっとと叫ぶように胸の蕾と花芽が膨らんで、さらなる快楽を得ようとする。

　意図せず頭ががくがくと上下する。

　すべてを揺さぶられて、彼を好きだという感情が暴走してしまいそうだった。

　だからわたしは「好き、航哉くん……っ、好き」と、溢れんばかりの想いを口に出して発散した。

　後ろで、航哉くんが大きく息を吸うのがわかった。そんな息遣いを感じた。

　ふたつの乳房をぎゅうっと掴まれ、その先端を指と指のあいだできゅっきゅと扱かれる。

「んんっ、あぁっ……あ、あっ。気持ち……い、あぅ、うぅっ……航哉、くん」

　乳首も、心臓も、脚の付け根もすべてがドクドクと強く脈を刻む。

「詩音──……！」

　愛しい人の熱い呼び声とともに、わたしは快楽の奔流に呑み込まれていった。







第五章 束縛プレイ








　夢も見ずに眠っていた。夢を見る余裕なんてないくらいに疲れていたらしい。

　ほんの少し息苦しさを感じて目を開ける。厚く硬い胸板を辿って上を見れば、朝陽に照らされた航哉くんがいた。

　彼も疲れているのか、瞼は固く閉ざされたまま、まったく起きる気配がない。おかげで睫毛の長さがよくわかる。

　もう──いちいちかっこいい。

　そのまま彼を観察する。黒い髪に目を向けたとたん、思わず「ぷ」と吹きだしてしまった。

「ん……？」

　眉間に皺を寄せて航哉くんが目を覚ます。わたしはずっと笑いが止まらない。

「なに、詩音。ツボりすぎだろ」

　笑いを止めようとしているのか、両頬をむぎゅっと両手で挟まれた。こんなふうに頬を揉まれるのは久しぶりだ。最近はえっちなところばかり弄りまわされていた。

「ご、ごめ……だって」

　わたしはなおも「ふふふ」と笑いながら、航哉くんの髪を指さす。

「こ、航哉くんって……なんでも完璧だと思ってたけど、そんな……うぅ、かわいい寝癖、つくんだ」

　彼の髪はあちこちにぴょこんぴょこんと跳ねていた。

「え」

　航哉くんは短く声を上げ、片手で自身の頭を押さえる。珍しく頬を染め、困り果てた顔をしている。

「そんなにひどいか？」

「うん。航哉くんが昨日、髪を乾かさずに寝ちゃったせいだよ」

「それを言うならおまえだって」

「えっ!?」

　そうだ、条件は彼と同じだ。むしろ航哉くんよりひどい状態かもしれない。

　自分の髪を手櫛で整えようとしていると、後頭部を掻き抱かれ、腕に閉じ込められた。

「むぐ、ぅ」

　航哉くんはわたしの髪を片手で繰り返し梳かす。

「詩音の寝癖のほうがかわいい」

「んん……」

　髪の毛、梳かれるの──気持ちいい。

　このままずっと、こうされていたい。

「このままずっと──」

　いましがた考えていたのと同じ言葉を彼が言うので、ドキリとしてしまう。

「詩音を抱きしめてたい。だれにも見せずに」

　見上げれば、航哉くんはどこか憂いを帯びた顔をしていた。

　わたしはふと、昨夜のことを思いだす。

「嫉妬したって、言ってたけど……。それって尾苗くんに？」

　航哉くんはいつになく素直に、小さく頷く。

「けど、尾苗だけじゃない。俺以外の男全員に嫉妬してる」

「なにそれ」

「それくらい、詩音を独り占めしたいってこと」

　腰に巻きついている腕に力がこもり、締めつけが強くなる。それでも苦しさはなく、ひたすら温かくて、心地がよかった。

「わたしも、だよ。航哉くんを独り占めしたくて……香織さんとは会ってほしくなくて。飲み会にはこないで、って……言っちゃった」

　いまさら後悔の念が込み上げてくる。航哉くんの言うとおり、飲み会に同席してもらうべきだった。

「航哉くん、ごめ──」

　謝ろうとしていると、唇に人差し指を立てられた。

　こつんと額がぶつかる。航哉くんは照れたような、困ったような表情を浮かべている。

「キスしたい」

　吐息混じりに告げられた。いつも予告なしにくちづけてくるのに、どうしたのだろう。

　寝癖のせいかな。今日の航哉くんはなんか、かわいい。

　わたしはほほえましく思いながら「うん」と答え、目を閉じる。

　ところが彼の唇は、思っていたのとは違うところに当たった。

「んっ!?」

　首にちくりとした痛みを感じて目を見開く。

　航哉くんはわたしの首筋を吸い立てていた。キスマークがいくつも散っていく。

「ま、待って……そんな、たくさん」

「いいだろ、べつに。詩音は俺のなんだから」

　……ちょっと不満そうに口を尖らせるの、ずるい。

　胸がきゅんっと締めつけられて、なにもかも彼の思いどおりでいいような気がしてくる。

「これくらいじゃ、まだ──足りない。全然」

　彼の唇が、鎖骨を通って膨らみの上までくる。胸にもキスマークをつけられたことでやっと、お互いにまだ裸だと自覚した。

「や、航哉くん……っ、もう……起きなきゃ」

　わたしの言葉にわざと抗うように、乳房の片方をぎゅっと掴まれる。

「詩音の乳首が勃たなかったら、やめる」

「そっ……そんな……。航哉くん、やっぱりずるい」

　裸の彼と密着しているだけで、乳首は簡単に尖りきってしまう。そのことを航哉くんもわかっているはずなのに。

「うぅ……」

　すでに凝り固まってしまっている胸の頂から目を逸らすように、わたしは瞼を閉ざした。




　香織さんと尾苗くんが県外の支店へ異動することになったと、社長室の同僚から聞いたわたしは戸惑いを隠せなかった。

　航哉くんはああ言ってたけど──。

　航哉くん曰く「諏訪戸と尾苗の評判と実績を総合的に判断して、ふたりの異動を取締役会に提案した」のだそうだ。

　香織さんには居酒屋でのことをメッセージで尋ねたものの未読スルーで、返事はなかった。

　それで業務時間外に、香織さんの携帯電話へ何度か電話をかけてみたのだけれど、出てもらえなかった。

　居酒屋でのことは、さすがにオフィスの内線電話で話せる内容ではないので、これ以上は連絡の取りようがない。

　尾苗くんにしても、あれから一度も顔を合わせていない。

　ふたりに対してわだかまりがある以上、同じオフィスで仕事をするのは気まずい。

　でも、わたしがもっと香織さんたちと信頼関係を築けていればこんなことにはならなかったのだろうかと、後悔はある。

　香織さんと尾苗くんが異動についてどう考えているのか定かではない。けれど、わたしとしては正直なところ、安堵のほうが大きかった。

　月末。業務を終え、会社を出ようとしているときだった。

　エントランスの端に香織さんの姿を見つけてドキッとする。

「詩音、待ってたのよ。駅まで一緒に帰りましょう」

「……はい」

　香織さんは、にこっと笑って歩きだす。

　いつもと変わらない、香織さんの笑顔。けれど、なにか裏があるのではないかと勘ぐってしまって、落ち着かない。

「詩音に話があるって──私、前に言ったでしょ？」

　いやに優しい口ぶりだった。

「ずっと、言おうと思ってたこと──この際だから、ぶちまけるわ」

　わたしはつい足を止める。

　……香織さん、喋り方が違う。

　低くてとげとげしい、どこか投げやりな口調で香織さんは言葉を続ける。

「あんたは、だれにでもいい顔ばっかりして目障りなのよ」

「……っ」

　言葉を返せない。

　好かれてはいないって──わかりきってたことだ。

　居酒屋での一件以来、ずっとそう考えていた。わたしから連絡しても音沙汰がないのは、そういうことなのだろう──と。

　だから、そんなふうにはっきり言われるほうが、かえってすがすがしい。

　わたしも開きなおるべきだ。真正面から香織さんにぶつかろう。

「尾苗くんに嘘を教えたのは、わたしが目障りだからですか」

「そうよ、わかってるじゃない。それに尾苗くんはあんたのことすごく気に入ってたから、嫌がらせにはちょうどいいと思ったのよ」

　香織さんは嘲笑うように口の端を吊り上げる。

「けど、まさか社長が迎えにくる予定だったなんてね。事前に教えてくれなかったのは、あんたなりの嫌がらせ？」

「それは違います。伝え忘れていただけです」

「どうだか。社長と付き合ってますっていう報告だって、マウント取りたかっただけでしょ!?」

　……そのとおりだ。

　わたしは唇を引き結ぶ。

　航哉くんと恋人だと話したのは、香織さんに嘘をつきたくないという気持ちだけでは、なかった。

　香織さんが航哉くんと仲良くなるのが嫌で、打ち明けたのだ。

　心臓が不穏にドクドクと鳴っていた。

　頭がズキズキと痛みはじめる。

「香織さんの、言うとおりです。わたし……航哉くんのこと、ひとりじめしたかった」

　否定しなかったは、香織さんに対して正直でいたいと思ったから。

　真正面からぶつかると、決めたから。

　いままで香織さんにどう思われていたかは別として、新人のときからずっと世話になっていたのは事実で、感謝はしている。

　それで彼女をよけいに怒らせることになっても、真摯な態度でいたかった。

　だけど、それも──ひとりよがりだ。

『だれにでもいい顔をする』

　その言葉が、先ほどからずっと頭の中でぐるぐると回っている。

「なっ……あんたねぇ……っ」

　いっぽう香織さんは、わたしが否定すると思っていたのか、唇をわなわなと震わせて憤りを露わにしている。

「あざとい女って本当に大嫌いっ。そんなんじゃ社長にだってすぐ飽きられるに決まってるわ！」

「……飽きられないように、努力していきます」

　わたしはお腹の底から声を絞りだした。気を緩めれば涙が出そうだったから、両手に力を込めることでこらえた。

　航哉くんに見放されるのは、怖い。周囲から認めてもらえないのも、怖い。

　けれど、怖がってばかりでは前へ進めない。

　これからも航哉くんのそばにいるためには、もっと勇気を出さなければ。

　香織さんに睨まれる。わたしは目を逸らさなかった。

「ふんっ。なによその顔、生意気ね！　私だってその気になれば、地位のある男といつでも付き合えるんだから。異動先で、もっといい男を見つけるわ。じゃあね、さよなら！」

　駅へ向かって早足で歩いていく香織さんを、わたしは追いかけなかった。

　帰宅してからも気が晴れなかった。けれど航哉くんに心配をかけたくないので、いつもどおりにしている──つもりだった。

「なにがあった？」

　ダイニングテーブルの向こうにいる航哉くんからそう尋ねられたわたしはぎくっとして、手に持っていた箸を落としそうになった。

「ん？　なにも、ないよ」

　……航哉くん、なんでわかるの!?

　わたしはなんでもない顔をしながらも、心の中は穏やかではない。彼は「なにかあった？」とは訊いてこなかった。確信しているのだ、なにかがあったのだと。

　わたしってそんなにわかりやすいのかな。

　香織さんに言われたことを航哉くんに打ち明けるつもりはなかった。態度がはっきりしないのは事実だ。

　揉め事が起きないように、自分の感情は二の次にして穏便に過ごしてきたつもりだった。

　けど、それじゃ──だめなんだ。だって、結局は逃げてるってことだもん。

　そっと箸を置き、大きく息を吸う。

「わたし、航哉くんとお付き合いしてること──みんなに話そうと思う」

　彼には唐突な宣言だったらしい。航哉くんは珍しくぽかんと口を開けていた。

「それは……俺としては大歓迎だが。やっぱりなにかあったな？」

　航哉くんから射るような視線を向けられる。それでもわたしは押し黙ったまま、視線だけを返した。

　彼と幼なじみだということ、付き合っていることはいずれも事実だ。

　しかしそれは仕事とは関係のないこと。

　きちんと線引きして仕事に打ち込めばよいだけのこと。

　プライベートがどうであれ、周囲と信頼関係を築けるかどうかは、結局のところ自分しだいだ。

「ええと……航哉くんとのことを公言はするけど、私生活との線引きはこれからもしっかりしていくつもり」

「公私混同しない、か。詩音は……相変わらずしっかりしてるな、俺と違って」

「どういう意味？」

「なんでもない。あんまりひとりで抱え込みすぎるなよ。いつだって頼れ」

「……ありがとうございます」

「肩の力、抜けって。いまは『プライベート』だろ」

　おかしそうに笑って、航哉くんはふたたび箸を動かしはじめる。

「うん……。でもわたし、やれるだけやってみる」

　航哉くんの隣がふさわしいわたしに、なる。

　彼のそばに──いちばん近くに──いたいから。

　いまのわたしはまだまだだけれど、航哉くんに守ってもらうばかりではなく、わたしも彼を守れる存在になれたらいいと思う。

　決意を新たにしているわたしに、航哉くんは優しい眼差しを向けてくれる。

「応援してるし、支える。俺も、いつも詩音に助けられてるから」




　航哉くんと親しいのだと公言して以来、各部署の女性社員から嫌味を言われることが格段に多くなった。

　そのたびにわたしは「なにか思うところがありましたら、どうかはっきりおっしゃってください。精いっぱいあらためますので」と言い、真正面から向き合っている。

　穏便に、波風を立てないようにと逃げてばかりでは前へ進めない。

　立ち向かって解決することも、時には必要なのだ。

　航哉くんがいてくれるからこそ、わたしはどんなことでも頑張れる。

　土曜日の昼過ぎ。

　わたしは航哉くんが運転する車で実家へ向かっていた。というのも、姉から「いいものあげるから実家に戻ってきて」と呼びだしを受けたからだ。

　航哉くんのほうも、今週末は久しぶりに彼の両親が家に戻ってきているそうなので、一石二鳥だ。

　今日はわたしの両親に、航哉くんとお付き合いしていることを話そうと思っている。

　だからふだんと違って、少し緊張してしまう。

「なんていうか、最近の詩音は逞しくなった」

　車窓から外を眺めていたわたしは「えっ」と小さく声を上げて彼を振り返る。

「筋トレとか、なにもしてないけど……」

「見えない部分が、だ」

「見えないのにわかるの？」

「愛してるからな」

　頬が熱くなり、彼のほうを見ていられなくなる。

　もう──さらっと言うんだから。

「わたしのこと、ちゃんと見ててくれて……ありがとう、航哉くん」

「ああ。見るなって言われても、じろじろ見るから」

　信号が赤になり、車が停まる。そのわずかな時間で流し目を寄越されて、ドキドキしてしまう。

「そういうことじゃ……ないんだけど」

「知ってる」

　航哉くんはやけに楽しげだ。

　ふたたび車が走りだす。

　窓ガラスの向こうにある景色を見ることで気恥ずかしい気持ちをやり過ごそうと思ったのに、そうはいかない。

　ガラスに反射する自分の顔は、見るにたえないほど赤くなっていた。

　それからわたしたちはそれぞれの実家へ戻った。

「詩音、おかえり～」

「しおんちゃん、おかえりなさい！」

　玄関を開けるなり甥のたっくんが飛びついてきた。実家を出てからは姉や甥と顔を合わせる機会が減っていたので、こうして会うのは二ヶ月ぶりだ。

　わたしは「ただいま」と言いながら膝を折り、たっくんを抱きしめかえす。

「航哉くんが見たら、嫉妬しちゃうかもねぇ」

　お姉ちゃんは意味ありげな顔でわたしを見たあと、リビングの扉を開けた。

「ねえお母さん、私ちょっと詩音と話してくるから。この子をお願い」

　お姉ちゃんはリビングにいたお母さんにたっくんを預けると、わたしに「あなたの部屋へ行きましょ」と声をかけた。

　二ヶ月ぶりに私室へ入る。扉のそばに見慣れないボストンバッグが置かれていたものの、いまはそれどころではない。

「もしかしてお姉ちゃん、わたしと航哉くんが付き合ってること──」

「もちろん知ってるわよ。お父さんとお母さんも」

「ええっ!?　今日、言おうと思ってたのに……どうして知ってるの？」

「内緒。それよりキスマーク、見えてるわよ」

　わたしは「へぁっ!?」と奇声を上げ、慌てて首を押さえる。

「うっそ～」

　お姉ちゃんは顔の横に手のひらを掲げておどけている。

「もう……っ、お姉ちゃん！」

　心臓に悪いので、からかうのはやめてほしい。

「ごめんごめん。けど仲良しみたいでよかった。これ、絶対役に立つから」

　そうして、扉のそばにあった小ぶりのボストンバッグを手渡される。

「なにこれ？」

「すっごくイイもの」

　わたしは訝しみながらボストンバッグのファスナーを開ける。

　そこには、ラブグッズやＳＭグッズと思しきものが収められていた。

「な、こっ、これっ……」

　お姉ちゃんの顔とボストンバッグを交互に見る。

「こんな、むっ……無理、だよ」

　いくらなんでも恥ずかしすぎる。このまま私室に置いていこうかと考えていると、お姉ちゃんに「ちゃんと家に持って帰るのよ！」と釘を刺されてしまう。

　よく考えてみれば、大人のおもちゃを実家に置いていて、両親や甥が見てしまったら困る。

　わたしは仕方なく、航哉くんから預かっている車のスペアキーを使い、ボストンバッグをトランクに入れた。

　夕方には航哉くんとふたりでマンションに戻った。

　航哉くんは郵便受けをチェックしていた。手紙が入っていたようだった。

　リビングのソファに腰を落ち着けると、少し遅れて航哉くんがきた。ローテーブルの上に開封済みの封筒を置き、わたしにぴたりとくっついてソファに座る。

「あの日──詩音が落ち込んでた、月末。諏訪戸になにか言われたんだろ。あ、白は切るなよ。詩音と諏訪戸が話してるのを見たっていう社員がいる」

「調べたの？」

「いや？　普通に社長業をしてたら耳に入っただだけ」

　彼は素知らぬ顔をしている。航哉くんの情報通はいまに始まったことではない。わざわざ調べずとも、あらゆる情報が彼のもとへ集まる。

「──で、諏訪戸になにを言われた？」

　これ以上、隠しておくのは無理だ。彼に聞いてもらいたい気持ちも強くなっていた。

　航哉くんには話さないって決めてたのに──意思が弱いな、わたし。

　彼に甘えてしまっている。航哉くんが優しく頭を撫でてくれるものだからよけいに、ドロドロに甘えたくなる。

「わたしは……だれにでもいい顔をしてる、って。それで──航哉くんと付き合ってること、ちゃんと周囲に打ち明けたほうがいいと思ったの」

　航哉くんは長い足を組み替えて、したり顔になった。

「なるほどな。だが『だれにでもいい顔』をしてるのは諏訪戸のほうだろ。ほら、これ」

　ローテーブルの上にあった封筒を手渡された。

「これって手紙、だよね。わたしが読んでもいいの？」

「俺とおまえ宛てに、尾苗から届いた手紙だ」

「尾苗くんから──」

　わたしは手紙の内容を確かめる。

　まず香織さんのことが書かれていた。香織さんは支店の専務と不倫し、専務の妻に訴えられ、会社を辞めたそうだ。

　尾苗くん自身については『香織さんに唆されたとはいえ、風原さんの気持ちをきちんと確かめもせず、浅はかな行動をして申し訳ございませんでした』と、謝罪文が綴られていた。

「携帯のメッセージではなく直筆の手紙で謝ってきたのは、尾苗なりの誠意なんだろうな」

　窓の外に目を向けていた航哉くんが、ゆっくりとこちらを向く。

「ともかく諏訪戸は自業自得だ。彼女こそ『だれにでもいい顔』をしている」

　頬に手を添えられた。優しく撫で摩られる。

「詩音の悩み、俺が全部吹き飛ばせたらいいんだが」

「……大丈夫。いま、吹き飛んだから」

　もやもやしたものが、どこか遠くへ行ってしまった。

「ありがとう、航哉くん」

「なにもしてないけど」

「してるよ……充分」

　いつも、気にかけてもらっている。

　いつも、いちばん欲しい言葉をくれる。

　彼がどれだけ心の支えになっているのか、言い尽くせないほどだ。

　泣きそうになっているわたしの目元を、航哉くんはすりすりと撫でたどった。

「ひとつ頼みがある」

「ん──なあに？」

「二泊三日分、俺と詩音が完全にオフになるよう予定を調整してほしい」

「どこかへ出張？」

「うん、まあ……そんなとこ」

「わかった。任せて！」

　わたしは意気込んで、さっそくスケジュール調整に取りかかるのだった。




　航哉くんに連れられてやってきた港には大きな客船が停泊していた。

　海の向こうに沈みゆく夕陽が、巨大な純白の客船をいっそう豪華に魅せる。

　わたしは白いワンピースを、航哉くんもまた白いシャツを着ている。「ラフな恰好でいい」と、あらかじめ航哉くんに言われていた。

「この船で、二泊三日の出張──なの？」

「ああ、そうだ」

「えっと……豪華すぎない？」

　潮風が、航哉くんの黒髪をひらひらと揺らす。彼はいかにもなようすでほほえんでいる。

「本当に出張──ビジネストリップだと思ってるのか？」

「じゃあ、プライベートな旅行？」

　航哉くんはおもむろに頷く。

「こっ、この船で!?」

「面白い顔。かわいい」

　頬を両手で挟まれ、むにむにと揉まれる。戸惑うわたしになんて、彼はいつもお構いなしだ。

「ほら行くぞ」

　航哉くんに手を引かれて歩き、ターミナルにドッキングされた乗船口から船内へ入る。

　船のエントランスには、映画に出てくるような中央階段があった。

　夢見心地でシャンデリアの下を通って階段を上り、エレベーターに乗る。

　グランドスイートルームに宿泊するのだと航哉くんから聞かされたわたしは、部屋に着いてもなお実感が湧かなかった。

　大人が五人は座れるであろう大きなソファの前には温かみのある円卓が置かれていた。イスにしても、そこここに配置されている。かえって座る場所に困ってしまいそうだ。

　絵画や花瓶にランプ、時計など瀟洒なものがずらりと並んでいる。

　船の中とは思えないくらい、なにもかもが充実した空間である。

「ここに、泊まれるの？」

「ご不満かな」

「まっ、まさか！　贅沢すぎて……幸せすぎて、信じられない」

　その後、バトラーが客室にきてくれた。シャンパンを飲み、夕食のフルコースをお腹いっぱいに食べる。贅沢の極みというものだ。

　すっかり陽が暮れてからバルコニーへ出た。

　闇色の海に無数の光が輝いている。ライトアップされた橋なのだと気がつくのに少し時間がかかった。

　潮風が、絶えず頬を掠めていく。

「詩音」

　からかいのない声で呼ばれたのは、初めてかもしれない。

　彼のほうを振り向く。

「……どうしたの？」

　航哉くんの顔には緊張感が滲んでいる。

　どうしよう、なんだかわたしも──緊張してきた。

　なにかとても重大なことを告げられる予感がして、全身が強張る。

　ところが彼はそれ以上なにも喋らなかった。

　無言で手を取られ、薬指に指輪を嵌められる。わたしはそれを目で追っていた。

　海の波を表わしたようなシルバーリングに、煌めくダイヤモンドの粒がいくつも据えられていた。

「結婚しよう」

　端的で明瞭な一言だったというのに、すぐには頭に入ってこずに呆然とする。

　わたしがなにも言えずにいると、航哉くんはどこかばつが悪そうに「そういえば」と話を切りだした。

「詩音の家族にはもう、結婚を前提に付き合ってるって……話してる、けっこう前に。俺の両親にも話した。詩音と結婚するから、って」

「へっ？」

　そうして過去を顧みる。

　いつだったっけ……航哉くんが、わたしの両親に話があるって言ってたけど──そのことだったんだ。

　あれ以来たしかに、両親をはじめ姉にも「だれかいい人はいるの」、「彼氏できた？」と尋ねられなくなった。

　このあいだ実家に帰ったときも、家族は皆が航哉くんと付き合っていることを知っていたけれど、そういうことだったのか。

「じゃあわたし、また航哉くんに騙されてたんだ」

　不満を露わに眉根を寄せてみる。

「人聞きが悪いな」

　航哉くんは口元に手を当てて、困り顔で笑う。

「……嫌だった？」

　そんなふうに──心配そうな顔で──覗き込まれては敵わない。

「嫌なわけ、ないよ。わたし……自覚がなかっただけだから。たぶん、ずっと……航哉くんのこと、好きだった」

「たぶん、か。物足りない。もっとちゃんと詩音に愛されたい」

　航哉くんの左手が後頭部に、右手が腰にまわり込んできて抱き寄せられる。

　わたしは彼の胸に顔を埋めたまま言う。

「いまは、大好き……だよ」

　すると航哉くんは緩く首を振った。わたしの耳に唇を寄せる。

「過ぎた時間のぶんも愛を示して」

　なんてことを言うのだろう。とたんに心臓が早鐘を打つ。

「詩音──」

　吐息たっぷりの甘い囁き声にぞくぞくしていると、深く唇を食まれた。

「ふ……っ」

　じっくりと唇同士を重ねれば、呼吸が呑み込まれそうになる。

　甘く、熱く、濃密なキスを何度も交わす。

「どれだけ貪っても足りなくなる」

　低い声で告げられると、全身が快く震える。

「ここだと冷えるな。中に入ろう」

　快感を覚えて震えたのだとは言いだせず、わたしは小さな声で「うん」と返事をした。

　バルコニーから部屋へ戻る際、出入り口のそばにボストンバッグが置かれていることに気がついた。

　わたしはぎくっとして足を止める。

「なっ、なんであのバッグが──」

　旅の荷物はあらかじめ船に送られていた。航哉くんがその手配をしてくれた。

「車のトランクに入ってたから一緒に宅配便で送ったんだが、詩音のバッグじゃなかったのか？」

「え、ええと……わたしの、だよ」

　航哉くんは怪訝な顔で首を傾げ、ボストンバッグを掴む。

「なにを入れてきたんだ？」

「なっ、なんにも入ってないよ!?　だから絶対に開けないで！」

「おかしなことを言う。なにも入ってないなら開けてもいいだろ」

　見られたくないものが入ったボストンバッグを、航哉くんは円卓の上に置いた。

「というか、これは空っぽの重さじゃない」

「やっ、待って──」

　彼がバッグのファスナーを開けるのを、止められなかった。

「これ……」

　ピンク色のローターを取りだした航哉くんが、驚きの眼差しを向けてくる。

「違うの！　それはお姉ちゃんが……無理やり、わたしに」

　ああ、前にも同じ言いわけをした気がする。航哉くんはわたしの言葉を聞いているのかそうでないのか、ボストンバッグの中身を興味津々といったようすで確かめている。

「琴葉さんは相変わらずいい仕事をする」

「えっ？」

「なんでもない。せっかく貰ったんだから、ありがたく使わないとな。全部試そう」

「全部!?」

「ご不満かな」と、先ほどとまったく同じ調子で問われたわたしは「うう」と唸るばかりで、なにも答えられなかった。

「こっち……早く」

　甘い声に誘いざなわれて、ふかふかのベッドに寝転がる。

　航哉くんはボストンバッグをベッド端に置いて、その中身を次々とシーツの上に並べていった。

「ご丁寧にテープまで入れられてる」

　ピンク色のテープを、航哉くんは興味深そうに手の甲へ試し貼りする。

「これだけ柔らかければ、肌に貼っても痛くないな」

「航哉くん、楽しそうだね」

「ああ、楽しい。詩音は？」

「楽しい、というか──」

　まだなにもされていないのに、期待するのと同時に興奮してしまっている。

　航哉くんがローターを手にするのを目の当たりにしただけで、ぞくぞくしてしまっているのだ。

　これじゃ変態だよ。

　情けなくなって目を伏せると、胸元に航哉くんの両手が伸びてきた。

　白いブラウスワンピースのボタンをひとつひとつ、丁寧に外される。

　彼に服を脱がされるのはもう何度目かわからないくらいなのに、今夜はいつにもましてそわそわする。

　特別な場所だから？

　ここは船の上だから？

　そして、ふだんとは異なるおもちゃを使おうとしているから？

　心臓が、心地よくドクドクと高鳴る。

　期待に胸を膨らませるわたしの服を、航哉くんはひとつ残らず剥ぎとった。

　航哉くんはピンク色の丸いローターをわたしの乳首にぴたりとくっつけて、テープで固定する。

　両方の乳首にローターをあてがわれると、それだけで卑猥だった。

　わたしの薄桃色が尖っているのを見つめたあと、航哉くんは視線を下降させる。

　太ももの内側に手を挟み込まれ、やんわりと広げさせられた。

「……もう濡れてる」

　やっと聞き取れるような呟き声でも、破壊力が凄まじい。

　ビクッと全身が跳ねる。

　彼と目が合う。目を、逸らせない。

「えっちな匂いがするな？」

「や、やっ……航哉くん、息……止めて」

「俺を殺す気か」

　航哉くんは首を傾げて笑っている。

「けど……ほんと、悩殺──される」

　彼の熱っぽい視線を受けて、体じゅうの血液が滾るようだった。

「これ、着てみて」

　促されるまま、その下着を穿く。秘所を覆う布は細く、お尻のほうには長いリボンがくっついている。

「説明書がついてる。なになに、ここをこう……ああ、後ろで両手を縛るのか」

　ベッドの上でころんと転がされてうつ伏せになる。

　両手を背中でまとめ上げられ、リボンでひとまとめにされてしまった。

　身動きが取れなくなったわたしを仰向けにして、航哉くんはなおも説明書を読み、実践していく。

「この紐を引っ張ると、ここが刺激されるようになってる」

　腰のあたりに這っていた紐を引っ張り上げられた。細い紐が淫唇に食い込み、花芽が押されて快感が迸る。

「ひぁ、ああっ」

　よがるわたしを見おろして航哉くんは腰の紐を執拗に引っ張って花芽を刺激した。

「面白い下着だ」

　先ほどよりももっと楽しそうに、航哉くんは声を弾ませている。

「ふ……っ」

　膨れ上がった羞恥心に耐えきれず俯く。

　本当は両手で顔を隠したいのだけれど、背中でひとまとめにされているのでそうはできない。

「詩音、こっち向いて。ちゃんと全部、見せろ」

「や、やだ……だって、こんな……恥ずかし……い」

「だから、いいんじゃないか。恥ずかしがってる詩音が、いい」

　航哉くんは夢中なようすで、わたしの足を両手でなぞり上げる。

　体温を確かめられてるみたい。

　いま、とてつもなく熱が上がっていることだろう。

　彼から向けられる視線も、触れてくる手のひらも、すべてが熱い。

　快感を覚えることで体が弾み、ローターをくっつけられた乳房もまたふるっと上下した。

　航哉くんは乳房の下方をふにふにと押したあとでわたしの顔を見遣る。

「そういう顔されると、もっともっと追い詰めたくなる」

　宣言どおり、腰の紐を引っ張られて花芽を圧迫される。

「そんな……ぁ、あっ……んっ、ふぅ」

　ローターを押しのける勢いで乳首が勃起し、興奮を露わにしている。

　どうせ隠せないし、興奮しているのだって航哉くんにはお見通しだから、開き直ったほうがいい。

　わたしは身を捩りながら「あ、んんっ」と声を上げた。

　いっぽうで航哉くんはとろんとした目でわたしの乳房を掴み、ローターの電源を入れる。

「ひあっ!?」

　急に振動を始めた大人のおもちゃに驚きながらも、快感が凄まじいせいで喘ぎ声が止まらなくなる。

「あぁう、あっ……はぁっ、あぁあんっ……！」

「ローターの振動、気持ちいい？」

「う、うぅっ……」

「どっちなんだ。悦くないなら、止めるから」

「やっ……！　とめ、ないで……」

　硬くなりすぎた乳首に与えられる小刻みな振動は、この上なく気持ちがよい。

　ここでこの振動がなくなってしまったら泣いてしまうかもしれない。

　現に、気持ちがよすぎて涙腺は崩壊寸前だ。

　涙目になっているであろうわたしを間近で見つめ、航哉くんは大きく息を吸う。

　暑くなったのか、航哉くんはダークグレーのテーラードジャケットを脱いだ。中に着ていたシャツも脱いで、上半身が裸になる。

　彼が服を脱いでいるあいだもローターの電源は入れられたまま。ずっと乳首を揺さぶられて、体が蕩けきってしまいそうだった。

　ヴーッ、ヴーッと音を立てて震えるおもちゃを、航哉くんがちらりと見た。それからわたしの両足を左右に広げさせ、その中央に顔を近づける。

「え、ぁ……あっ、航哉くん……っ」

　わたしはろくに言葉を発せずに、ただ足を広げて彼の動向を見守るだけになる。

　淫唇を覆っていた細い布を右へ避けられ、赤い舌でちろちろと花芽を舐められる。

「ふ、は……あぁ、んんぅ……！」

「いつもよりもっと甘い声だな。……気持ちいい？」

「う、ぅ……ん、んん」

　膝がかくかくと揺れてしまう。乳首にあてがわれたローターの揺れとあいまって、全身が甘く痺れる。

　彼の舌が控えめな動きをしていたのは最初だけだった。舌はすぐに花芽のまわりを抉るように這いまわり、強烈な快楽を押しつけてくる。

　それだけでも頭の中が真っ白になりそうだったというのに、彼はなおも攻めの手を緩めず、長い中指を蜜口に沈めた。

「ひぁぁああっ！」

　指が隘路を進む、ぐちゅっという水音に負けないほどの大声を上げて、わたしは胸を上下させる。

　そしてその水音を楽しむように、航哉くんは指を前後させた。

　乳首のすぐそばにあるローターの機械音も、相変わらず響いている。

　あらゆる音が、存分に官能を煽る。

　ローターがぶるぶると震えるのを止めないでと、懇願したのはわたしだ。

　それを、いまになって少し後悔する。

　だって、こんなの──おかしくなる！

　ごく規則的に乳首を揺さぶられ、舌で花芽を素早く嬲られ、指では蜜壺をぐちゃぐちゃに掻き乱されている。

「も、だめっ……そんな、あ、あっ……ふぁああっ……！」

　こらえきれなくなって、最高潮まで昇りつめる。

　ドクンドクンという脈動は、絶頂に達した証拠のようなものだ。花芽がヒクヒクと震えているのがわかる。

　快楽が弾けて、心地よい余韻だけが残る。

　もう、どこにも力が入らない。わたしはひたすら「はあ、はあ」と荒く息をしていた。

「俺も……もう、だめかも」

　航哉くんがそんなことを言うのは珍しい。彼はめったに泣き言を言わない。

「詩音の中──入りたい」

　ベルトを外すなり、航哉くんは中の下着ごとＧパンを下へずらす。

　彼の一物は血管が浮きでるほど張り詰めていた。

　大きく膨らんだそれを見つめていると「見すぎ」と怒られてしまった。

　わたしが窓のほうを向いているあいだに彼の準備が調う。

　蜜を零す隘路の入り口に、大きな一物が入り込み、めりめりと肉襞を掻きわけながら奥へ進んでいく。

　背中で両手を拘束されたまま彼のものを突き入れられると、征服されている感じがする。

　それでも──なおさらそうなのか──全身は大喜びしていた。

　身動きが取れない状態で繋がりあうことに、悦んでいる。

　彼のものにされることが嬉しくて、気持ちいい。

「あ、大き……い、ぁっ……」

「ん──体勢、平気？」

　わたしは頷きながら「へいき」と答える。快感が強すぎるせいか、小さな子どものようなたどたどしい言い方になってしまった。

　航哉くんは安心したように息をつき、雄杭をさらに奥へ進ませた。

　重量感のあるそれが、お腹いっぱいに満ちる。少しの隙間もなく嵌まり込んでいる。

「は、ぁ……んぅ……っ」

　彼とひとつになると、快感だけでなく幸せな気持ちも膨れ上がる。

　そして、彼のことが愛しくてたまらなくなる。

　航哉くんも同じ気持ちだったら、嬉しいな。

　声もなく彼を見つめていると、航哉くんは幸せそうにふわりとほほえんだ。

「詩音と過ごしてるときは全部そうだが、いまは特に……幸福でいっぱいだ」

　同じ、だった。

　やっぱり、わたしの心の中──読まれてる？

　なんにしても嬉しくて、彼を抱きしめたくなる。

　そのことに気がついたらしい彼が、手首の拘束を解いてくれる。

　わたしは航哉くんの背中を両手で掴み、その存在と愛しさを確かめた。

「詩音……っ、締めつけが──」

　皆まで言わずに眉根を寄せて、航哉くんは雄杭を前後させる。

　乳首にくっついていたローターを外され、指でめちゃくちゃに嬲られた。

　それまでさんざんローターで気持ちよくなっていたのに、やっぱり彼の指がいちばんだと思ってしまうのが情けない。

　きつく尖りきっている乳首を指で弾かれ、内側は大きなものでぐちゅぐちゅと掻き混ぜられる。

　大胆な動きで揺さぶりをかけられている。

　そのあとは、わたしが気持ちよくなる箇所を航哉くんが重点的に突いてきた。

　快感と、彼に知り尽くされている悦びが同時に襲ってきて、悲鳴じみた嬌声を上げてしまう。

　ぐちゅぐちゅと、絶え間なく大きな水音が響く。

「あ、あっ……そこ……っ、いい……あ、ぁ、んんぅっ……！」

　わたしが正直に言うと、航哉くんは額に汗を滲ませたままいたずらっぽく笑った。

「じゃあもっと突く？」

「え、っ──」

　もう充分すぎるほど悦いところを突いてもらっている。

　それなのに、もっと？

　想像しただけでぞくりとする。

「だ、だめ……。ううん、だめじゃ……ない」

　もっとしてほしい気持ちと、そうされたらいよいよ前後不覚になるのではないかという危機感がせめぎあう。

　それで、矛盾したことを口走ってしまった。

「どっちなんだ」

　航哉くんは楽しげにくすっと笑った。

　もう──そういう顔も、好き。

　愛しい気持ちと一緒に快感も大きくなる。

　航哉くんは笑みを湛えたまま、わたしの乳首を指でぴんっと弾いた。

　それから彼は、本当に「もっと」悦いところを突きはじめた。

「やっ、うそ……あっ、あぁ、ふぁあっ」

「嘘だと思われてたのか。心外だ。ちゃんと信じてもらえるよう、頑張らないとな──」

「え、あっ……そんな……あ、ひぁあっ……あぁああっ……!!」

　そのあとはすべての動きがどんどんスピードに乗って、自分がどんな言葉を発しているのかもわからなくなるくらいの快楽に包まれた。

　ドクッドクッという脈動が全身を包み、高まった快楽が弾けとぶ。

　息が整わない。けれど苦しくはない。充足感でいっぱいだった。

　航哉くんが一物を引き抜く。

　いつのまにか全身にぐっしょりと汗をかいていた。額の汗を、彼が拭ってくれる。

　航哉くんは横向きに寝転がり、わたしの腰をぎゅっと抱いた。

「ところで詩音。俺と結婚するってことでいいんだよな？」

「え」

　絶頂に達した余韻がまだあるせいか、うまく頭がまわらない。

「いや──きちんと返事、聞いてないから」

　彼はいつになく神妙な面持ちをしている。

「わたしの家族に『結婚を前提に付き合ってます』って言ったのに？」

「それは、悪かったと思ってる。少しだけ」

「少しなんだ」

　今度はばつが悪そうな顔になって航哉くんは言う。

「なんにしても、詩音の気持ちがいちばん大事だろ」

　心に直接、問いかけてくるような熱視線だった。

　わたしはのろのろと左手を掲げ、薬指で輝いている指輪を見つめる。

「わたしが、航哉くんの妻だなんて……分不相応なんじゃないかって思うけど」

　ためらいはあるものの、それ以上に強く思う。

「航哉くんと、結婚して──ずっと一緒にいたいです」

　しっかりと視線を返して告白した。

　彼の唇が小さく震えた。感じ入ったように、航哉くんは眉根を寄せて笑う。

「もちろんずっと一緒だ。むしろ逃がさない」

　それまでよりももっときつく腰を抱かれた。

「あ、当たってる……よ」

「詩音のせいだ」

「じゃあ、えっと……責任、とる」

「ああもう──かわいい」

　わたしは甘いキスに囚われて、彼の深い愛に身も心も搦めとられていく。
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　こんにちは、熊くま野のまゆです。

　あとがきまでお読みくださり、ありがとうございます！

　今作は熊野の大好物、幼なじみものでございました。ふたりが言い合う場面が好きで、筆がよく進みました。皆様にも楽しんでいただけていたら嬉しいです。

　最近の熊野は現代物もファンタジーも一人称で挑戦中でございます。一人称で書くのにもやっと慣れてきたかな、という感じです。

　この視点で書いていると、ヒロインの感情を表現しやすいのですごくいいですね。読者の皆様にもキャラクターたちの心情が伝わっているといいなあと思います。

　視点の話をついでにもうひとつ、熊野はヒーロー視点も大好物です。

　いつも物語の中盤でヒーロー視点が入るのですが、それまでヒーローがヒロインに接する中で「本当はこういう気持ちだったんだよ～」というのを言いたくて仕方がないから、ヒーロー視点が好きなのでしょうね（笑）。

　そういうわけで、これからもヒーロー視点は入れていけたらいいなと考えています。

　さてさて、イラストご担当の岡おか舘だていまり先生。このたびは色気たっぷりな航哉と、キュートな詩音を描いてくださり、ありがとうございました！

　そして編集者のＳ様、今作も大変お世話になりました。うっかりな熊野をいつもご指導くださり、心より感謝申し上げます。

　最後になってしまいましたが、制作に携わってくださった皆様、本当にありがとうございました。

　このあとがきを書いているいま、絶賛花粉注意報が発令されており、なんだか熊野も鼻がむずむずしております。

　時節柄、皆様どうかくれぐれもご自愛くださいね。

　またお会いできますことを楽しみにしております！






熊野まゆ
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